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お買い上げ品のお認 


■ microSDHC 力ード(試巧品） 

□ 

お買い上げ時には、本機に取0付 
けられています。 

本書では microSDHC 力ード 
CmicroSD カードを含む)を、降 
「SD 力ード」と記載しがします。 

■クイックスタート 
■お願いとご注意(本書） 
■保証書(本体、巧電用 
microUSB 変換アダフタ） 


■ 本巧の使いかたやお能を詳しく巧0たいとき 

•本機に巧蔵されている r 使い方ガイド」 (アプ U ) をご活用ください。 

■ホーム画面で r 使い方ガイド」♦画面の指示に従って操作 
•下記の r オンラインマニュアル」 电ご利用ください。 

■本機から：「フラウザ」♦田！!！♦「フックマーク」♦「オンラインマニュアル」^^"ケット通信料が化普 
■パソコンから 

•102SH : http://www.softbank.jp/mb/r/support/102sh/ 

•102SH n : http://www.softbank.jp/mb/r/support/102sh2 / 

■ USB ドライバ入手巧 

本機とパソコンを「高速転送モード」で接続するときは、あ 6 かじめパソコンに USB ドライバをインス 
I -- ルしておく必要がありまず。下記のパソコン田サイトから入手してくださし\。 

http://k-tai.sharp.co.Jp/download/tools/utility/index.html 
■ ソフトバンクモバイルホームぺージ http://www.softbank.jp 
■か部機器連携ガイド（バソコン巧） http://k-tai.sharp.co.jp/peripherals/s/ 
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■ 102 SH /102 SHn 本な; 


■電池バック （ SHBED 1) 



■ PC 描席巧 microUSB 
ケーフル ( SHDDL 1) 



■巧電用 microUSB 変換 
アダプタ （ SHCDL 1) 














け-とル-ルをすりままに使用しましょう 


ルールを守0ましよラ 


本機の使いかたを誤ると、機器の発熱-破壊-感電 
といったを険を伴い、巧こまたは重傷を負ラ恐れ 
があ D ます。 W 下の内容およけ「ま全上のご注意」 
([ t ^20 ページ）をお読みのラえ、正しくお使いく 
ださい。 




こんな使いかたはやめましよラI 


■巧電端子を接化させない 

金属製のストラツフやへ 
アピンなどで巧電端子ど 
ラしを接触させると非常 
に盾険です。持ち運時に 
も十分ごを意ください。 



■分お/改造しない 

キゎビネットを開けた0 
改造しないでください。感 
電やけがの原因とな0ま 
す。修理などはソフトバン 
クにご依頼ください。 


■防水を過信しない 

防水であっても、水中に化 
めた0大量の水をかける 
と、内部に水び入0火災や 
感電の原因とな0ます。ま 
た、真水外はかけないで 
ください。 


* 

拿^ん 


■加熱しない 

乾燥などの目的で、電子レ 
ンジなどの加熱調理機器 
に入れないでください。ま 
た、高温になる場所で使用 
しないでください。 



■指定品 iU かは使巧しない 

巧電器/電池パックなど 
は必すソフトバンク指定 
のものをお使いくださし、。 



■電池パックは特にを意 

電池パックは取り扱いを誤 
ると、漏液.«.破裂.発 
火などの原因となります。 


■運拉中は使巧しない 

自動車などの運転中は絶 
対に使巧しないでくださ 
し、。メールを見るだけで処 
罰の対象となります。 
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マナーをず D ましよラ 


こんな場所では電源を切 D ましよラI 


■航空巧巧 

達航の安全にま障をきた 
す可能性がお0ます（航空 
機巧で携帯電話を使用で 
きるときは、 it 空舎社の指 
示に従い、適切にご使用く 
ださい)。 

■病院内 

医巧電気機器に震響を及 
ほす可能性がお口ます。 



■満員電車など 

巧おに植込み型む臓ペー 
スイーカおよけ植込み型 
除細動器を裝着されてし、 
るちびいると、誤動作など 
の量ミ響をちえることがあ 
D ます。 



本機をお使いになるときは、周囲への気配0を忘れ 
ないよラにしましょラ。 

;欠のよラな場巧では、特にご注意くださし、。 

■ 電まやパスなどの交通な関 

車內のアナウンスや掲示に従いましょラ。 

■劇場や映画館、美術館など 

周囲の迷惑にならないよラ電源を切っておきましょラ。 

■レストランやホテルの ロビーな ど 

静かな場巧では、大きな青での通話は控えましょラ。 

■衛の中 

通巧の蜘力こならなし、場所で使いましょう。 

マナーを 守るための煩利な機能1 

マナーモード 

着信びあった C アラームび動作しても、本機から 
音び出ないよラにします。 

簡易留守録 

電話に出られないとき、相手の;^ッセージを本機 
に歸音します。 

電巧 OFF モード 

電源を入れたまま、電渡の送受信だけを停止します。 
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電池パックの取り付け / I のかし^ 


I _電池パックを取口付ける 

〇電池カバーを取 D かす 



•本機をしっかりと持ち、電池カバーに證く指を 
添え、電池カバーの凹部に指先をかけて取り外 
します。 

©電池パックを取0付ける 



•U サイクルマークがある面を上にして、電油 
パックの化を合わせます。 


@電池カバーを取0付ける 



♦本体と電池カバーを合わせたあと、斜線部分の 
各箇所を指でしっか0と押さえます。 

•電化カバーび完全に取り付けられているかを 
確認してください。パ、ッキンとの接触面に細か 
し、などび挟まると、水や粉塵が侵入する原 
因とな口ます。 


I _ 電池バックを取 D かず _ I 

本機の電源を切0、図のよラに電化パックを持ち 上 
けまず。 
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電池カバーについて 

•電池カバーび正しく装着されていむいと、防水/防 
塵性能び保証で舌ませんのでごま意ください。 

■電池カパーに無理な力を加えると、破損の原因とな 
0まずのでご注意ください。 

■電池カパーが破損したときは、電池カバーを交換し 
てください。破損箇所から巧部に水び入0、感電や電 
池パックの腐食など、故障の原因とむります。 

電池パックについて 

•電池パックを使い切った状態で、 保管- 放置しない 
でください。お客様び登録-設定した内容が消失ま 
たは変化した0、電池パックが使用でさなくなるこ 
とがあ0ます。長期間保管*放置ずるときは、半年に 
1回程度補充電を行ってください。 

•電池バックの使用ま件によって、寿命がおづくにつ 
れて電池パックび膨れることがあ0ますが、ち全上 
問題はあ D ません。 

■電池パックは消耗品でず。十分に充電しても使用 
できる時間が極端に短くなったら、巧換時期でず。 
新しい電池パックをお買い求めくださし、。 

•電池バックや本磯の充電端子が巧れたら、乾いたき 
れいな綿棒などで清掃してください。そのままにし 
ておくと、巧電びできな<なるなど接强不良の原因 
とな0ます。 

■電池パックは防水/防塵対応していません。 

U チウムイオン電池につし、て 

•本機は、 U チウムイオン電池を使用し 
ています。 U チウムイオン電池はリサ 
イクル可能な責重な資源です。 

■ 1」サイクルは、お近くのモバイル- 
リサイクル- ネッ トワークのマーク 
のあるお店で巧っていまず。 

■リサイクルのときは、ショートさせた0、分稱しな 
いでください。火災*感電の原因とな0ます。 


I 電池パックの消耗を括減ずる I 

;欠の操作を巧ラと、電ミ也パックの消耗を軽減でき 

ます。 

〇 

Q r 端末設定」 

0 r 省エネ設定 J 

〇 r 技あ0モード j / r お助けモード J 

0roKj 

•確認画面が表示されたときは、画面の指示に 
従って操作してくださし、。 

•設定モードは、「通常モード」/「}まありモード」/ 
「お助けモード」の3つから選べます。 

•r 巧あ D モード」/「お助けモード」を選巧した 
場合は、し、くつかの機能び制限されます。また、 
「お助けモード」では画面の明るさが抑えられ、 
Wi-Fi や日 PS などの通信機能げ無効にな D ます。 
•各モードの r 編集」/「確認」から、設定頂目の編 
集/確認を巧うことびできます。編集結果をお 
映させるには、モードを選がし直してくださし、。 
•設定項目 r 省エネ待受」では、画面消灼■時バック 
グラウンドで動くアプI」ケーションの動作を 
制御します(アプI」ケーションによっては、画面 
ミ肖な時に正しく動作しないことがあ D ます)。 
巧の操作で、制御させるアプリケーションを 
個別に設定することもできます。 

「省エネ待受」の「〇」 ♦ 「詳細」 ♦ r 八」(巧をか） 
•定期的に通信をするアフ U ケーションの中に 
は、 rf まありモード」/「お助けモード」から「通 
常モード」に設定した場含、通信を開始しなし、 
ものびあります。このときは、因'(長押し）で本 
機を再起動してください。 



Li-ionOO 
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電池パックの充電 


I _卓上ホルダーを巧巧ずる_ I 

電ミ也バックを本体に取 D 巧け、付属の卓上ホルダー 
とソフトパンク指定の AC アダプタ UTDAA1 」（才 
フション品)を使巧して巧電します。 

•AC アダプタおよ卓上ホルダーは、防水/防塵巧 
庇していません。本機が濡れているときは、充電し 
ないでくださし、。 

•巧電中は、本磯や AC アダフタが温かくなることが 
あ0ます。 


接続端子 UU —スボタン 



〇 AC アダプタの接続コネクターを、卓上ホ 
ルダーの接続端子に差し込む 

•接続コネクターは向きに注意して、水平に「力 
チッ」と音がずるまで、しっかりと差し込み 
ます。 

@AC アダプタのプラグを起こし、ま庭用 
AC コンセントに差し込む 



0 本機を卓上ホルダーに取0付ける 



•本機を卓上ホルダーの両サイドにあるガイド 
におわせ、矢印の方向に r カ チッ」と音がするま 
で押し下げます。 

•巧電力 S 始ま0、スモールライトが点灯します。 
•スモールライトが消灯すれば、充電は完了です。 

〇卓上ホルダーから本機を取 D 巧し、プラグ 
をま庭用 AC コンセントから巧く 
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■ストラツフを取0付けたまま巧電ずるとき 
図のように、ストラツプを手前方向に出してくださ 
い。このとき、本機と卓上ホルダーの間に、ストラツ 
プを挟み込まないよラにごを意くださし、。 



AC アダプタ利用時のごを意 

•充電ずるときを除き、フラグは倒してください。ま 
た、コードを強く引っ張った0、ねじったりしないで 
ください。断線の原因とな0ます。 


卓上ホルダー利巧時のご注意 
•踏みつけたり、重し順を載せたりしないでください。 
•充電端テを掃除するときは、検出レパーを巧しなび 
ら充電端子レノ X—を押してください。 



スモールライトび点滅しているとき 

•電池パックの真常か寿命のため、充電できていませ 
ん。新しい電池パックと交換してください。 


おかでの充電について 

•海外での充電に起因するトラフルについては、当社 
では責任を負いかねますのでおらかじめご了承くだ 
さし\。 


r AC アダプタを利巧ずる_ ] 

AC アダプタ rZTDAAl 」（オプシヨン品）に、巧電巧 
mkroUSB 変換アダプタを取口付けて巧電ずる方 
法を説明します。 

•AC アダプタは、防水/防塵対応していません。本機 
が濡れているときは、巧電しないでくださし、。 

•充電中は、本機や AC アダフタが温かくなることび 
あ0ます。 



■ か部接続端モキヤツブの開閉時のご注意 

端子キヤツフヒンジ 



• ヒンジは、根元部分を持って引き出してください。先 
端を持つて引っ張ると、破損することがあります。 


•端子キ中ッフは確実に閉じてくださしパッキンと 
の接輔面に細かいご!'ミなどが挟まると、水や粉塵び 
侵入する原因とな0ます。 

•ヒンジを収納しないまま無理に閉じると、端子 
キ中ップび変形することがあ0ます。防水/防塵機 
能が損なわれますのでごを意ください。 
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電池パックの充電 


「 PC 接続巧 microUSB ケーブルを利巧ずる] 

PC 接続用 microUSB ケーフルで本機とパソコンを 
接続すると、パソコンの USB 端子からの電力で本 
機を巧電できまず。 

• USB 接続モードを「高速乾送モード」で利巧すると 
きは、パソコンに U 5 B ドライバをインストールし 
ておく必要びあ D ます （ USB ドライバの入手先： 
陣1ページ)。 

■ SD 力ード未装着陆ま、自動的に r 高速転送モード」 
で接続されますので、ご'主意くださし、。 



0端子キャップを開き、か部接続端子に PC 
接続巧 mi ぴ oUSB ケーフルを取0付ける 



©パソコンの USB 端子に、 PC 接続巧 micro 
USB ケーブルを取口付ける 



•巧電樹ま、本機から PC 接続巧 microUSB ケーフ 
ルを取0外したあと、端テキゎップを閉じてく 
ださし、。 

USB 巧電利用時のごま意 

• PC 接続巧 microUSB ケー：；ルを使って本機とパソコ 
ンを接続すると、自動的に本機の電源が入ることが 
あ0ます。 このため、 祇空機内や病院など、使用を禁 
止された区域では本機とパソコンの接続を巧むむし、 
よラご注意くださし、。 

•接続罵境やパソコンの状態によっては、巧雲で言な 
かった0、充電に時間がかかることがあ口ます。 

•充電時間は、家庭巧 AC コンセントで巧雲したときよ 
りも長くな0ます。 
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SD 力ードの取り付け/取りかし^ 


L 試供品の SD 力ードについて 」 

お買い上げ時には、試供品の SD カードが取口付け 
られています。 

• 試巧記の SD カードは、保証の対象かとな D ます。 

「 SD 力ード利用時のごを意 ] 

• の力ードを無理に取り付けたり、取りかしたりし 
ないで < ださし、。 

• SD カードは、ルさなお子様の手の届かない巧で保 
管/使用してください。誤って飲み込むと、窒息す 
る恐れびあ D ます。 

• 端子面に手や金属で離れないでくださし、。 

• SD 力ードの登録巧容は、事故や故障によって、消失 
または変化してしまラことがお0ます。大切なデー 
夕は控えをとっておくことをおずずめします。な 
お、データが消失または変化した場合の損害につき 
ましては、当社では責任を負いかねますのであらか 
じめご了承くださし、。 

•データの読み出し中や書き込み中は、絶対に本機の 
電源を切った0、電池パックを取0かした D しない 

マ' /がさし、 

• データの消去や上書きなどにご注意くださし、。 


I _ SD 力ードを取 D かず_ I 

必す SD カードの認識を辭除したあと、本機の電源 
を切ったが態で巧ってください （ SD カードの認識 
解除： [1^10 ページ)。 

〇電池カバーを取0かす 



* 本機をしっか0と持ち、電池カバーに匿く指を 
添え、電油カバーの凹部に指先をかけて取り外 


します。 


© 


電池パックを取 D かず 


•0 部情池ノいクのツメ）に指をかけて、矢印方 
向へゆつく C と持ち上げます。 
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SD 力ードの取 D 巧け/取 0 巧し 

@ SD カードを取 D かす 



•SD カードを軽く押し込んだあと、手を離しま 
す。 SD 力ードが少し飛出てきますので、ゆつ 
<0と水平に引き抜いてくださし、。 

©電池バックと電池カバーを取0付ける 
(1^4 ページ「電池パックを取口付ける」 
操作©跨） 

SD 力ードの認識を解除するとき 

面! IS ♦「端末設定」 ♦「 microSD と端末容量」み 
「 microSD のマウント辭除」* 「 OK 」 


I _ SD カードを取口付ける_ I 

rSD カードをお D 巧す」操作©で、端子面を下にし 
て、 SD カードを奥までゆっく D とか平に差し込み 
ます。 

• 必す本機の電源をのった状態で巧ってください。 

• SD 力ード政かのものは取り付けないでください。 



端子面を下に 
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防水/防塵性能について 


I _本おの防水/防塵性能_ I 

本機は、端子キトップをしっかりと閉じ、電ミ也カバー 
をお D 巧けた状態で、 IPX5( 旧 JIS 保護等級 5) 
IPX7( 旧 JIS 保護等級 7) 相当の防水性能および 

IP5X(JIS 保護等級日） W 相当の防塵性能を有してい 
ます。 

IPX5 とは、内径 6. 3mm のを水ノスルを使用 
し、約 3m の距離から約 12.5 リットル/おの水 
を最低 3 分間を水する条件であらゆる方向か 
ら噴流を当てても、電話機としての機能をちす 
ることを意巧します。 

^2 IPX7 とは、常温で水道水、かつ静水の水深 1m 
のところに電話機を静かに沈め、約 30 分間放 
置禮に取0出したときに電話機としての機能 
を有することを意昧します。 

IP5X とは、保護度合いを指し、直径 75umUrF 
の塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を8 
時間入れてかくはんさせ、取0出したときに電 
話機の磯能をちし、かつ安全を維持することを 
意昧します。 

•実際の使用にあたって、すべてのが況での動作を保 
証ずるちのではあ0ません。お客様の取0巧いの不 
備による故障と詔められたときは、保証の対象外と 
な0まずのでご了承ください。 

•本機は、 IPX5/IPX7 の防水および IP5X の防塵性能 
を有していますが、ホコ U 、 抄、お、金属が、食べこぼ 
し、清涼飲料水などが入った塌合には、故障の原因 
となることがあ0ます。 


本機のお取 D 巧いについて 

•電池カバーは確実にお0付け、端子キャップはしっ 
か D と閉じてください。パッキンとの接軸面に細か 
し、(髪の毛1本、砂粒1個、微細な繊維など）が挟 
まると、水やが塵が侵入する原因とな0まず。 

■端子キ中ッブや電池カパーが開いているが態で化な 
どの液巧がかかった場合、内部にあ巧が入 D 、 感電や 
故障の原因とな0ます。そのまま使用せすに電源を 
切り、電池パックを巧してくださし、。 

•本機が濡れているときは、乾いたきれいな巧でふき 
取ってくださし、。 

■手や本機が霜れているときに、電池カパーや端子 
キ中ップの開閉は絶対にしないで < ださし、。 

•イヤホンマイクは、端モ部び需れていた0、砂やほこ 
D が付着した状態でご情巧にならないでくださし、。 
防水/防塵性能が損なわれるなど、巧障の原因とな 
D ます。 

•常温 （5 で〜35で)の真か-水道水にのみ巧耐してし、 
まず。 

本機の防塵性能について 

* 本機の防塵性能は IP 5 X 相当の保護度合いをな証す 
るちのであ0、砂浜の上に直接置くなどの利巧方法 
に対してな証するものではあ0ません。 

•塵ちが本機に付着した際にはただちに水で洗い流す 
などして完全に塵ちを除去してからご使巧くださし、。 

■塵おび本機に付看した:!犬態で使巧されると、画面が 
表示されなくなるなど重大な巧障をきたず場合があ 
D まず。 
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防か/防塵性能について 


^_使用時の ご注意_ I 

•本機に次のよラな液体をかけた0、つけた0しなし、 
でください。 

■ 有けん、洗剤、入お剤を含んだ水 
■海水、プールの水 
■温泉、熱湯など 

• 海水やフー J レの水、清商飲料水などがかかっ たり、 
ホコリ、砂、おなどが付着した場含には、すぐに洗し、 
流してください。乾燥して固まると、ちれが落ちに 
く くなり、故障の原因とな C ます。 

* 砂やおなどがきれいに洗い流せていない状態で使 
用すると、本体に傷びついた0、破損するむど故障 
の原因とな0ます。 

• 湯船やプー J レなどにつけなし^でください。また、水中 
で使用しないでください(開閉、キー操作を含む)。 

•本機は耐水圧設計ではあ口ません。水道やシャワー 
などで強い流水 (6 U ットル/分を超える）を当てた 
0、水中に沈めた0しないでくださし、。 

• 風呂場など湿気の多い場所には、長時間放置しない 
でください。また、風呂場で長時間利巧しないでく 
ださい。 

•サウナでは使用しないでください。また、ドライ 
中一などの温風はあてないでください。 

•本機は温度： 5で〜35で、湿度； 35%〜90%の範 
囲でご使用ください（風呂場などでの一時的な使用 
に限り、温度36で〜40での範囲で可齡。 

•コンロの脇や冷蔵庫の中など極端に高温-低温に 
なるところに置かないでください。 

•送話□、受話□、スピーカー部の巧に水が入ったと 
きは、一時的に音量が小さくなることがあ口ます。 
十分に水抜きと乾燥 （03=14 ページ）を行ったラえ 
でご使用ください。 

• 電油パック-卓上ホ j レダー-オフシヨン記は、防水/ 
防塵対応していません。 


•落下させるなど、本体に強い衝撃を与えた0、送話 
□、受話□、スピーカー、力ラ飾0部などを綿棒や 
とびったちのでつつかないでください。 P 方水/防塵 
性能び損なわれることがあります。 

.砂お、砂場などの砂の上に直接置かないでくださ 
し、。受話□、スピーカーなどに妙が入0、音が小さく 
なる恐れがあ D ます。 

•タッチ/《ネルに水滴が付いているげ態や濡れた指 
でタッチ操作を行った場合、正しく動作しないこと 
びあ0ます。 

•結露防止のため、寒い場所から風呂場などへは本機 
び常盈になってから持ち込んでください。万一、結 
露び発生したときは、取れるまで常温で放置してく 
ださい。 

•本機は水に浮きません。 

•強い雨の中では使用しないでください。 

•濡れたまま放置しないでください。寒冷地で凍結す 
るなど、故障の原因とな0ます。 

• 電池カノ X —や端子キゎップに莫化、破損びあるとき 
は、防水/防塵性能を維持できません。これらのと 
きは、 「ソフトバンクシヨッス までご連絡ください。 


[ _巧電時のご注意_ ] 

• 充電器-卓上ホルダー*オプション品は、防水/巧 
塵対応していません。屋外や風呂場、洗面所など湿 
気の強い場所や水のかかる可能性のある場所では 
使用しないでください。火災•感電*故障の原因と 
なります。また、充電しないときでも、風呂場などに 
持ち込まないでください。 

•本磯が濡れているときは絶対に巧雲しないでくだ 
さい。感電や回路のショートなどによる火災-故障 
の原因となります。 

•卓上ホルダーを使わすに巧雲したときは、充電後 
しっか0と端子キ中ッフを閉じてください。 



•濡れた手で卓上ホルダー*充電器に軸れないでく 
ださい。感電の原因とな D ます。 

•卓上ホルダー*巧電器は、水周0で使用しないでく 
ださい。火災-感電の原因とな0ます。 

• 万一、外部接続端子部に水が侵入したときは絶対に 
充電しないでください。 

充電する前には、必す;欠の作業を行ってくださし、。 

1本体をしっか D と持ち、20回程度振る 
2外部接続端子部のずき間に入った水分を、乾いた 
巧などに押し当ててふき取る 
3乾いた巧などを下に敷き、2〜3時間程度當温で 
放置する 


I 防水/防塵性能を維持ずるために I 

•端子キ中、ンプや電池パック周囲のムノ t ッキンは、 
防水/防塵性能を維持するための重要な役割を 
担っています。;欠のことにごを意ください。 
■はがした0、傷つけた0しないでくださし、。 

また、ミが付着しなしはラにしてくださし、。 

■り品子キゎ、ンプや電池カバーのすき間、イ节ホンマ 
イク端子部に、先の尖ったものを差し込まないで 
ください。コ’ムパッキンが傷つき、水や粉塵が侵 
入する原因となることがあ D ます。 

■ 端子キゎップや電池パック固西のゴム y \°ッキン 
が傷ついた0、変形した0したときは 、 r ソフトバ 
ンクショップ」 にご相談ください。 

• 防水/防塵性能を維持するため、異苗の有無にかか 
わらす、2年に1回、部品を交換することをおすすめ 
します。 

お客様ご依頼による部品の交擲ま、本機をお預かり 
して有料にて承ります 。 r お問い合わせ免」 （03= 裏 
表撇または 「ソフト/ \"ンクシヨッフ」 へご相談くだ 
さし 


I _本巧の洗いかた_ I 

本機に汚れ、ホコ|」、砂、清涼献料水などが付着したと 
きは、ちれを軽く巧で瞭去し、やや弱めの水流[目|」ッ 
トル/分攻下、苗温巧で〜35で〉の水道水]で蛇□や 
シトワーから約1 0 cm 離して洗います。電池力；\一を 
取0付けた状態で、端子キャ、ンプび開かないよラに押 
さえたまま、ブラシやスポンジなどは使用せす手で 
洗ってくださし洗ったあとは、水抜きをしてから使 
巧してくださし、。 

•電池カバーや端テキトップが、きちんと閉まってい 
ることを確認してから洗ってください。 

• 洗遲機や超音渡洗を機などで洗わないでください。 
• イ中ホンマイク端子部は、特にホコリや砂などの汚 
れが付着しやすい部位です。ちれを残さないよラ 
しっか0と洗い流してください。また、水洗い後は 
十分に乾燥したことを確認したラえでご使用くだ 
さい。砂や水滴が端子部に残ったままの状態でご使 
用にな0ますと、故障の原因とな D ます。 

•イヤホンマイク端子部を洗ラときは、めん棒などの 
道具を使用した0、巧を端子內部に押し込んだ D し 
ないでください。防水/防塵性能び損なわれるな 
ど、故障の原因とな0ます。 

•乾燥のために電子レンジには絶対入れないでくだ 
さい。電油パックを漏液•発熱•破裂-発火させる 
原因とな D ます。また、本機を発熱-発煙-発火さ 
せた D 回路部品を破壊させる原因とな口ます。 
•乾燥のためにドライお一の温風をあてた口、高温環 
境に放置しないで<ださい。本機の変形、変色、故障 
などの原因とな口ます。 
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防か/防塵性能について 


I _水抜まのしかた_ I 

水に濡れたあとは、必す r イトホンマイク端子 部」 J 受 

話□部」、「送話□部」、「スピーカー部」、「カメラ窓部」 

の水抜きを巧ってくださし、。 

•本機を振るときは、落とさないよラにしっかりと 
握ってくださし、。 

〇本お表面の水分ををいた巧などでふく 

0本機をしっか0と持ち、20回程度振る 

き話口部 



0さ部のずき囲に入った水分を、乾いた巧な 
どに巧し当ててふき取る 



•各部の巧に水がたまっていることがあ0ます 
ので、開□部に巧を当て、輕くたたいて水を出 
してくださし、。 

•開□部の水を扳く隙は、巧や綿棒などを巧部に 
押し込んだ0しないでくださし、。 

©をいた巧などを下に敷き、2〜3時間程度 
常温で放置ずる 

水巧き後のごを意 

•水滴び付着したままで使用しないでください。 

■通話不良とむったり、巧服やカバンなどを濡らし 
てしまラことがあ0ます。 

■イ中ホンマイクなどの端子部びショートする恐れ 
びあ D ます。 

■喜冷地では凍結し、故障の原因とむることがあ0 
ます。 
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暗証番号について 


本機の使用にあたっては、巧の暗証香号が必要とな 
0ます。 


暗証垣号 

各機能を利用ずるときの操作用暗証番 
号です(お買し^上げ時は設定むし)。 

□ック No . 

画面ロックの解除、電話帳脚暇の設定 
を巧ラときに使ラ暗証香号です（お買 
い上げ時は「9999」)。 

巧換機用暗 
証香号 
(発着信規制 
用暗証蓄号） 

ご契約時の4ケタの番号です。契約の容 
の変更、オフシヨンサービスを一般電話 
か6操作するとき、発着信規制サービス 
の設定を巧うときに使し、ます。 


暗証泻号はおちれにな6ないよ〇、 
他人に知6れないよラご注意ください。 


他人に知られ悪用されたときは、その損害について 
当巧では責任を負いかねますので、あらかじめご了 
承ください。 

• 万一お忘れになった塌台は、所定の手続きが必要と 
なります。詳しくは、ソフトパンクモバイルホーム 
ぺージ(@1ぺージ)を参照してください。 


暗証番号の入力間違いについて 

•各機能で暗証番号の入力を間違えると、間違いを知 
らせるメッセージび表おされます。操作をや0直し 
てください。 

• 交換機用暗証番号(発着信規制巧暗証番号)の入力を 
3回間違元たときは、発着信規制サービスの設定変 
要びできむくな0ます。このときは、交換機用暗証番 
号(発着信規制用暗証番号)の変更び必要とな0ます 
のでごを意ください。 

■似前、携帯電話から発着信規制用暗証香号を変更 
されたお富様は、発着信規制を設定する隙に、その 
変更後の番号を入力してください。 


I 操作巧暗証番号を設定ずる 

〇 03 ♦「端末設定」 

©r 位置情巧とセキユ IJ ティ」 

0「お証畜号設定 j^roKj 
〇設定ずる操作用暗証畜号入力 ♦roK」 
0設まする操作巧暗証畜号を巧度入力 ♦ 

roKj 

©roKj 
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PIN コードについて 


PIN コードとは、 USIM カードの暗証香号です。 
第兰者による本機の無断使巧を防ぐために使いま 
す （ USIM 力ードお買い上げ時は「9999」に設定さ 
れています)。 

• 電源を入れたとき、 PIN コードを入力しないと本機 
を使巧できないよラに （ USIM カードをロック）する 
ことができます。 

[ PIN コ ー K を変更ずる ] 

〇 . Ba ♦^端末設定 J 

©「位置情報とセキュリティ J 

@ 「 USIM 力ード□ック設定 J 

「 USIM 力ードをロック J 

0現在の NN コード入力 ♦rOKJ 

•rusiM 力ードをロック」 の欄にチェックが 
入り （ USIM 力ードロックび有効となり）、 PIN 
コードを変更できる状態とな D まず。 

©「USIM PIN のを至」 

ろ 現在の PIN コード入力 ♦roKj 
© 巧しい PIN コード入力 ♦rOKJ 
© 巧しい PIN コードを再度入力 ♦ rOK 」 


PI N コードの入力間違いについて 

• PIN 〕ー ドの入力を 3 回間違えると、 PIN □ックび設 
定され、本機の使用び制限されます。 

PIN □ックを辭除するとき 

•お問い合わせ先裏表紙）で、 rpiN □ック招除 
コード （ PUK コード)」を確認のラえ、次の操作を 
行ってくださし、。 

PUK コード入力* 「 OK 」* 新しい PIN コード 
入力 ♦ rOK 」 ♦新しい PIN コードを再度入力 ♦ 

roKj 

■ PUK コードの入力を 10 回間違えると、 USIM 力一 
ドがロックされ、 本機が使用できなくなりまず。こ 
のときは、「ソフトパンクショップ」にて USIM カー 
ドの再発巧（ち償）び必要にむ0ますので、ごを意 
くださし、。 
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おもな仕様/使用材料 


仕様変更などにより、內容力し部異なることがあります。 


102SH/102SHn 本体 


質量 

本体：約 106g 
電池パック装着時：約 137g 

連続通話時間 XI 

約 450 巧 (3G モード） 

約 38 日巧に 5M モード） 

連続待受時間 

約 42 日時間 (3G モード） 

約 390 時間に SM モード） 

ワンたグ連続視 
聴時間^ 3 

約 4 時間 30 分 

巧電時間（本機の 
電源を切って巧 
電した場合） 

AC アダプタ：約 240 お 
シガーライター巧電器：約 240 巧 

サイズ 

(幅 X 高さ X 質巧） 

約日日 X128X 弓. 8mm 
陳起部除く） 

最大出力 

0.2 日 W(3G モード） 

2.0W(GSM モード） 


XI 連続通話時間とは、充電を満たした新品の電池 
パックを装着し、電渡が正常に受信できる静止状 
態から算出した平均的な計算値です。 

X 2 連続待受時間とは、充電を満たした新品の電池 
パックを装着し、通話や操作をせす、電波び正常 
に黄信できる静止状態から算出した平均的な計 
算値です。データ通信/緊急速報メールを無効に 
設定したときの数値です。また使用環境（充電状 
況、気温など)や機能の設定げ況などによ0、ご利 
用時間が変動することがあ0ます。 

X 3 ワンセブ連続視聴時間とは、充電を満たした新品 
の電池パックを装着し、 AV ポジション rOFF 」、 エ 
コバックライトコントロール 「 ON 」、 サウンド設 
定 roFF 」、 なめらかフレーム補間 roN 」 の条件で、 
別売のマイク付ステレオイ中ホンを使用し、電池 
残量約10%を残した計實値です。 


•左記の時間は、エコバックライトコントロール 
「 ON 」、 画面の明るさを「21段階中の11段階目」に 
設定したときの数値です。 

•お使いの場所や状況、設定の容によって、左記の時 
間は変動します。 

•液晶ディスプレイは非常に精密度の高い技術で作 
6れていますが、画素欠けや窜時点口する画素があ 
0ますので、あらかじめご了承ください。 


付属品 


■電池バック （SHBEDD 


電圧 

3.7V 

使巧電地 

リチウムイオン電池 

容量 

1,52 日 mAh 

かおサイス 
(幅 X 冨さ X 奥行） 

約 4 日 . OX 日 7. 日 X5.4mm 
峽起部除く） 

使用欄/表面処理 

PC 樹脂 +PA 樹脂/金メッキ 


■卓上 ホルダー (SHEED1) 


入力電圧/入力電流 

DC5.4V/70 日 mA 

出力電圧/出力電流 

DC5.4V/70 日 mA 

巧電温度轟囲 

5T ： 〜 3 咒 

サイズ 

(幅 X 高さ X 奧巧） 

約 145X38X5 日 mm 

使耐才料/表面処理 

ABS 樹脂 / 金;>^ッキ 


卓上ホルダーの材料について 

•卓上ホルダーの一部に使巧の材料は、植物由来の樹 
脂を含んだ巧お品で、なまの石油系樹脂と比べて、ラ 
イフサイクル全体の C 02 排出量、石油使巧量を減ら 
すことのできる環境に優しい新素材です。 
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おもな仕様/使用巧料 

■ PC あ続庙 mkroUSB ケーブル (SHDDL1) 


巧電温度範囲 

5 に〜 巧 T ： 

ケープルの長さ 

約 80 cm 

使用プラグ 

standard-As Micro-B 

使巧巧料/表面化理 

エラストマー樹脂+熱可塑性ポ 
リウレタン/ニ ッ ケル:>^ソキ 


■巧電巧 microUSB 変換アダプタ （SHCDL1) 


ケープルの長さ 

約 12 cm 

質量 

約 6.5g 

使巧巧料/表面処理 

ABS 樹脂+熱可塑性エラスト 
マー/ニッケルイッキ 


使用が料 


使田圍巧 

使用な料/表面化理 

キゎビネット（ディスフレ 
ィ側） 

レニー樹脂 + GF 樹脂+ 
ステンレス/ UV 塗装 

キゎビネット（電池パック 
側） 

レニー樹脂 + GF 樹脂+ 
シ1」二!ンゴム 

電池カバー 

PC 樹脂/ UV 塗装、即刷 

サイド飾 D 

ABS 樹脂/ UV 塗装 

ディスフレイ窓 

強化ガラス + PET / 裏面 
即删、赤外線透過即刷 

MENU キー、ホームキー、 
戻るキー 

PC 樹脂+シリコンゴム/ 
裏面即刷、 UV 塗装 

サイドキー(電源キー、音量 
Up/Down キ ー） 

PC 赖脂+シリコンゴム/ 
UV 塗装、印刷 

巧倒式ワンセヴ用アンテナ 

ステンレス + PC 樹脂/ 
塗装 


使巧圏巧 

使巧な料/表面赃巧 

ホか線ポート （102 SH イノ 
セントパープル/フラッ 
ク、102 SHn クラッシーフ 
ラック)、ピクチャーライト 
カバー 

ABS 棚旨 

赤外線ポート （102 SH ホワ 
イト、102 SHn シルバー/ 
ピンク） 

PC 樹脂/不連続蒸着 

力^ラ窓 

アクリル樹脂/裏面印刷 

外部接続端モキぉップ 

PC 樹脂+ウレタン樹脂 
+ステンレス/ UV 塗装 

巧電端テ 

ABS 樹脂+ステンレス/ 
金イツキ 

イ中ホンマイク端子 

ナイロン樹脂 

USIMh レイ 

ステンレス + LCP 含ち 

電池パック 

PC 樹脂 + PA 樹脂/金 
；'<ツキ 

ストラップピン 

ステンレス 

ネジ 

SWCH 16 A (鉄/クロム 
>^ツキ） 
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[ア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新 
が化要かどラかを確認し、化要なときには手動で更 
新できまず。 

•お買い上げ時は r 自動更新す る」に設定されています。 
•自動更新の開始時刻は 「更新時刻 設定」をタップす 
ると変更できます。_ 

ソフトウェア更新を巧ラ前に 

•本機の状況（故障-破損-水霜れなど）によっては、 
保存されているデータが破棄されることがあ0ま 
す。必要なデータは、ソフトウェア更新前にパック 
アッフしておくことをおすすめします。なお、データ 
が消失した場台の損害につきましては、当せは責任 
を負しめ、ねますので、あらかじめご了承くださし、。 

ソフトウェア更新についてのごま意 

•更新び完了するまで、本機は使用できません。 

• 電波げ態のよい所で、移動せすに操作してくださし、。 
また、電池残量び十分ある状態で操作してくださし、。 
更新途中に電波状態が悪くなった。、電池残量がなく 
なると、更新に失敗することがあ0まず（更新に失敗 
ずると本機び使巧できむくなることがあ0ます)。 

•他の磯能を操作しているときは、ソフトウェア更新 
は巧えません。 

•本機に PC 接続用 microUSB ケースレを接続している 
ときは、取0外してください。そのままでソフトウェ 
ア更新を実行すると、正しく完了できむいことがあ 
ります。 


I 手動でソフトウェア更巧ずる I 

〇 03 ♦「端末設定」 

0 r 端末情巧」 

■ソフトウェア更新」 

©「ソフトウェア更巧」♦「実行 J 

•し如きは、画面の指示に従って操作してください。 

■ソフトウェアま巧が完了すると 

ソフトウェア書き換え完了画面が表示されたあと、 
自動的に再起動しまず。 

•再起動禮、更新完了のメッセージとインフォ— 
シヨンび表示されます。 

ソフトウ I ア更新後に再起動しなかったとき 

•電池パックをいったん取口外したあと再度お0付 
け、電源を入れ直してください。それで电起動しなし、 
ときは、ご契約のソフトパンクの故障受付 （0^ 裏表 
紙)にご相談ください。 
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ま全上のご注意 


ご使用の前に、この r を全上のごを意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。また、お読みになった 
あとは大切に保管してください。 

• ここにおした注意事厨よお使いになる人や、他の人への危害、財藍への損害を未然に防ぐための内容を記載 
していますので、必すお守 C くださし、。 

• 本製品の故障、誤動作または不具合むどにより、通話などの機会を逸したために、お客様、または第云者が受け 
られた損害につきましては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


巧の表示の区分は、表示内容を守らす、誤った使用 
をした場合に生じるち害や損害の程度を説明して 
います。内容をよく理解したラえで本文をお読みく 
ださい。 


/K をぉ 

この表況ま、 

取 D 扱いを誤った場合、 

「死 t または重傷を員ラ危険が切 
迫して生じることが想定される」 

內容です。 

A 警告 

この表おは、 

取0扱いを誤った場合、 

「死亡または重傷を賃ラ可能性 
が想定される」 內容です。 

A 注意 

この表おは、 

取0扱いを誤った場含、 

「軽傷を負ラ可能性が想定され 
る場合および物的損害のみの発 
生が想定される」 內容です。 


巧の絵表示の区分は、お守0いただく内容を説明 
しています。内容をよく理解したラえで本文をお 
読みください。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

⑩ 

分解禁止 

分隅してはいけないことを示します。 

水濡れ禁止 

水がかかる塌所で使用した0、化に顯ら 

した0してはいけないことを示します。 

磯） 

濡れ手禁止 

磊れた手で巧ってはいけないことを示 

します。 

〇 

指示 

指示に基づく行為の強制（おす実行して 

いただくこと）を示します。 

€ 

電源ブラヴをコンたントから抜いてい 

電ミ原ブラヴ 
を巧< 

ただくことを示します。 
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本巧、電池バック、 USIM 力ード、卓上ホ 
ルダー、 PC 接続用 microUSB ケール、 
巧要用 microUSB を換アダブタ、 

巧電器(オブシヨン品)、 SD カードの 
取0巧いについて(巧通） 


をぉ 


本機に使巧する電化パック-卓上ホル A 
ダ- .PC 接続用 microUSB ケ-フル • M 
巧電用 microUSB 変換アダプタ-巧電器 指示 
(オプション品）は、ソフトパンクが指定 
したものを使巧してください。 

指定記似かのものを使巧した場合は、電池 
/ 1 ックの漏液•発熱•破裂-発火や、充電器 
の発熱-発火-故障などの原因とな0ます。 


巧稱-改造-/\ンダ巧けなどお客様によ 
る修理をしないでください。 

火災*けが*感電などの事故または故障の 
原因とな0ます。また、電池パックの漏液- 
発熱•破裂-発火などの原因とな0ます。 
本機の改造は電波法違反とな C 、 罰則の対 
象とな口ます。 


巧解禁止 


高温になる場所（火のそば、暖房器具のそ^ 
ば、直射曰巧の当たる場所、炎天下の車内^ 
など）で巧電-使用-放置しないで<だ禁止 
さい。 

また、暖かい塌巧や熱のこも0やすい塌 
m (こたつや電気毛巧の中、携帯カイ□の 
そばのポケット内など）においてち同様 
のを険びあ D ますので、巧電•放置•使 
巧•携帯しないでください。 

機器の変形*故障や電池パックの漏液•発 
熱•発火-破裂の原因とな0ます。また、 
ケースの一部び熱くな G 、 やけどなどの原 
因となることがあ0ます。 

本機に電化パックをお D 付けた0、充電ベ、^ 
器を接続する際、ラまく取0巧けや接続^ 
ができないときは、無理に行わないでく 禁止 
ださい。電池パックや端テの向きを確か 
めてから、取 D 付けや接続を行ってくだ 
さい。 

電池パックを漏液•凳熱•破裂-発火させ 
るなどの原因とな D ます。 


本機巧部、電池パック、卓上ホルダー、巧 
電器を濡らさないでください。 ^ 

水やぺットの尿などの液体び本体内部に 水濡れ資止 
入ったときに、濡れたまま放置した0、濡れ 
た電池パックを充電すると、発熱-感電- 
火災-けが-故障などの原因とな0ます。 

使巧場所、取口扱いにごを意ください。 


本機•電化パック•卓上ホルダー•充電ベ、 
器を、加熱調理機器(電子レンジなど）•高 
圧容器（圧力至など）の中に入れた0、電禁止 
磁調理器 （ IH 調理器）の上に置いた0しな 
いでくださし、。 

電池パックの漏液-発熱-破裂-発火や、 

本機-充電器の発熱-発煙-発火-故障な 
どの原因とな0ます。 
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ま全上のご注意 


プロパンガス、ガソリンなどの引乂性ガ A 
スや粉塵の発生する場所（ガソ U ンスタ，^ 
ンドなど）では、必す事前に本機の電源を 指示 
お切 D ください。また、充電ちしないでく 
ださい。 

ガスに引火する恐れびお D ます。ガソ1」ン 
スタンド構巧などでおサイフケータイ® 

対席携帯電話をご利巧になる際は、電源を 
切った状態で使巧してください（おサイフ 
ケータイロックを設定されている場合は、 
ロックを解除した上で電源をお切0くだ 
さし、)。 

落とした口、おばた D して、強い衝撃を与ベ、^ 
えないでください。 ^ 

電池ノ \°、ンクの漏液•発熱•破裂-凳火や火 禁止 
災•感電*故障などの原因とな D ます。 

使用中、巧電中、保管時に、異音•発煙 - A 
異臭など、今までと異なることに気ブい W 
たときは、次の作業を巧ってください。 指示 

1. コンセント传シガーライターソケットから 
巧電器を持ってプラグを抜し\てください。 

2. 本機の電源を切ってください。 

3. やけどやけがにを意して、電池パックを 
取0かしてくださし、。 

異萬な状態のまま使用すると、火災や感電 
などの原因とな0ます。 

巧電端子•外部接続端子に、水やペット^ 
の尿などの液なや導電 I 性異物（銘筆のな Vjy 
や金属片、金属製のネックレス、ヘアピン 禁止 
など）が軸れないようにしてください。ま 
た巧部に入れないよラにしてください。 

ショートによる火災や故障などの原因とな 
D ます。 


本機が濡れているげ態で充電しないでく 
ださい。 

感電やショートによる火災-故障などの原 
因とな口ます。 


0 

禁止 


乾燥などの目的で、ドライヤーなどの温ベ、 
風をあてないでください。また、サウナに 
持ち込んだり、熱湯をかけた D しないで禁止 
ください。 

電池パックの漏液■発熱•お幫-発火や、 

本機 • 卓上ホルダー*巧電器の発熱 • 発煙- 
発火*故障などの原因とな D ます。 


ぐらついた台の上や傾いた所など、不安 
定な塌巧に置かないでください。 

落下して、けびや故障などの原因とな0ま 
す。バイフレータ設定中や巧電中は、特にご 
'ま意くださし、。 


0 

禁止 


乳幼児の手の届かない場所に保营してく 
ださい。 

誤って飲み込んだ0、けびなどの原因とな 
口ます。 


〇 

指示 


モ1共が使用ずる場合は、保護者が取0扱 A 
い方法を教えてください。使用中におい ，P 
ても、指示どお0に使巧しているかをご指示 
注意ください。 

けがなどの原因とな D ます。 
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電池パックの取0巧いについて 


[ _ゾ*もぉぉ_ ] 

電池パックのラベルに記載されている表示により、 
電池の種類をお詔した上で、ご利巧-処分をして< 
ださし、。 




電池パック内部の液が皮膚や巧服に付着 A 
した塌合は、ただちに本機の使用をやめ 、V 
きれいな水で洗い流してください。 指示 
巧膚に傷害を起こすなどの原因とな0ます。 


表示 

電地の種類 

Li-ionOO 

1」チウムイオン電池 


火の中に投下しないでください。 ^ 

電池パックを漏液•お飄•発火させるなど 
の原因とな C ます。 禁止 

訂を刺した0、/\ンマーでたたいた0、踏^ 
みつけた0、強い衝撃をちえないで < だ 
さい。 禁止 

電池パックを漏液•発熱•破裂-発火させ 
るなどの原因とな D ます。 

電 i 也パックの端子に、針金などの金属類 / r \ 
を接軸させないでください。また、導電性 
具物（銘筆の芯や金属片、金属製のネック禁止 
レス、ヘアピンなど）と一緒に電池パック 
を持ち運んだ D 保管した0しないでくだ 
さい。 

電池パックを漏液•発熱•破裂-発火させ 
るなどの原因とな D ます。 


所定の巧電時間を超をてち充電が完了し A 
ない塌合は、巧電を中止してください 。V 

電池パックを扁液•凳熱•破裂-凳乂させ指示 
るなどの原因とな D ます。 

電ミ也パックの使巧中•巧電中•保管時に 、 A 
異臭.発熱.変ち.変形など、今までと V 
異なることに気づいたときは、やけどや指示 
けがにを意して電ミ也パックを取 D かし、 

さらに火気から遠ざけてください。 

異苗な状態のまま使用すると、電池パック 
を漏液•発熱•破裂-発火させるなどの原 
因とな。ます。_ 

ペットが電化パックに幅みつかないよラ A 
ご注意ください。 M 

電池パックを漏液•凳熱•破裂-発火させ指示 
るなどの原因とな D ます。 


電ミ也パック内部の液が眼の中に入ったと A 
きは、こずらす、すぐにきれいな化で洗い V 
流し、ただちに医師の診察を受けてくだ 指示 
さい。 

失明などの原因とな0ます。 


不要になった電池パックは、一般の35 
と一緒に捨てないでください。 

端テにテーフなどを貼 D 、 個別回収に出す 
か、最寄〇のソフトバンクショップへお持 
ちくださし、。 

電池を分別している市のがでは、その規則 
に従って処理してくださし、。 


0 

禁止 







































ま全上のご注意 


本機の取0巧いについて 




モパイルライトの発化部を人の目に近づ 
けて点巧発巧しないでください。 

視力障害の原因とな0ます。また、目びくら 
んだ C 、 驚いた0してけがなどの事故の原 
因とな0ます。 


0 

禁止 


自動ま、バイク、自転まなどの乗 D 物の運 
転中には使用しないで < ださい。 

交通事故の原因とな D ます。 

乗0物を違嚴しながら携帯電話を使用ずる 
ことは、を律で禁止されてお D 、 罰則の対象 
とな D ます。 

運転者が使用する場をは、駐停車が禁止さ 
れていない安全な場所に止めてからご使 
用 < ださい。 


0 

禁止 


を意事頃： 

当製品に使巧のモバイルライト 
光源 LED は、指定されていない調 
整等の操作を意図的に巧った場 
合、眼の安全性を超える化量を放出ずる可能性があ C 
ますので分解しないでください。修理は、指定のサー 
ビスステーシヨンに限定されています。 



■モバイルライト嫩原 LED 特性 

a ) 連続発光 

b ) 波長 

白； 400 -700 nm 

ホ：中む波長日31 nm / 600 -670 nm 

c ) 最大出力 

白： 400 yW (巧部 1.2 mW ) 

ホ； 190 mWCF ^ HP 890 mW ) 


富精度な制御や微弱な信号を取0巧ラ電 A 
子機器のおくでは、本機の電源を切って ，P 
くださし、。 指示 

電子機器び誤動作ずるなどの影響をちえる 
場含があ口ます。 

^ごを意いただきたい電子機器の例 
補聴器-植込み型む臓ペース;^一力•植 
込み型除細動器-その他の医用電気機 
器-火災報知器•自動ドア*その他の自 
動制御機器など 

本機の電液によ D 運硫のまをに支障をき A 
たす恐れがあるため、肺空機内では電源 M 
をお切0 ください。 指示 

機内で携帯電話び使用できる場合は、航空 
会社（の乗務員）の指示に従し、適切にご使 
用くださし、。 

也臓の弱い方は、着信時のバイプレー A 
ション（振動）や着信音量の設定に注意し 
てくださし、。 指示 

/む臓に影響をちえる恐れがあ口ます。 


クラス1 LED 製品 
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屋外で使用中に雷が鳴口だしたら、ただ 
ちに電源を切って屋内などのままな塌巧 
に移動してくださし、。 

落雷や感電の原因とな D ます。 

〇 

指示 

赤外線ポートを目に向けて送信しないで 
ください。 

目に影響をちえる可能性びあ 0 ます。 

0 

禁止 

1 m を意 1 

車両電モ機器に影響を与える場含は使用 
しないでください。 

本機を自動車內で使巧すると、車種によ G 
まれに車両電子機器に慕響をちえ、安全走 
巧を損なラ恐れがあ 0 ます。 

0 

禁止 

本機の使用によ D 、 皮膚に異常が生じた 
塌合は、ただちに使用をやめて医師の診 
察を受けてください。 

本機では材料として金属などを使用してし、 
ます。お客様の体質や体調によっては、かゆ 
み-かぶれ-湿疹などが生じることがあ 0 
ます(使用巧料： 0^18 ページ〉。 

〇 

指示 

本機に磁気カードなどをおづけないでく 
ださい。 

キ中 ッシュ カード*クレジットカード•テ 
レホンカード*フロッピーディスクなどの 
磁気データが消えてしまラことがあります。 

0 

禁止 


ストラッフ•巧倒式ワンちヴ巧アンテナベ、 
などを持って本機を振 D 回さないでくだ 
さい。 禁止 

本人や商囲の人に当った0、ストラップが 
切れた D して、けがなどの事故や故障およ 
び破損の原因とな0ます。 

本機を長時間ご使用になる場合、特に高 A 
温環境では熱くなることがあ D ますの M 
で、ご注意ください。 指示 

長時間肌にふれたまま使用していると、但 
温やけどになる恐れびあります。 

着信音が鳴っているときや、本機でメロベ、^ 
ディを再生しているときなどは、スピー^ 
カーに耳を近づけないでください。 禁止 

難聴になる可能性びあります。 

ワンたグを視聴するときは、十分明るい A 
榻巧で、画面からある程度の距離を空け M 
てご使巧 < ださい。 指示 

視力低下につながる可能性びあ0ます。 

イトホンを使巧するときは音量に気をつ 
けてくださ Lk W 

長時間使用して難聴になった0、突然大きな 指示 
音が出て耳を痛めた口する原因とな D ます。 
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ま全上のご注意 


卓上ホルダー、巧電お(オプシヨン品)の 
取 D 巧いについて 




巧電中は、巧や巧団でおおった0、包んだ 
0しないでください。 

熱びこもって火災や故障などの原因とな0 
ます。 


0 

禁止 


指定かの電源•電圧で使巧しないでく ^ 
ださぃ。 

指定政外の電源•電圧で使用すると、火災禁止 
や故障などの原因とな C ます。 

• AC アダフタ（オプション品）； AC 1 00 V 〜 

240 V (蒙庭用 AC コンセント専風 
•シガーライター充電器（オプション品）： 

DC 12 V - 24 V (マイナスアース車専巧） 

また、海外旅行巧として、市販されている 
「変圧器」は使巧しないでください。火災- 
感電■故障の原因とな C ます。 

長時間使巧しない場合は、巧電器を持って 
プラグをコンむントから巧いてください。^ 
感電-火災-故障の原因とな口ます。 電源プラヴ 

を巧く 


万一、水やペットの巧などの液体が入っ A 
た場をは、ただちに巧電器を持って、コン 
たントやシガーライターソケツトからプ 電源プラヴ 
ラグを抜いてください。 

感電•発煙-火災の原因とな0ます。 

プラヴにほこ D がついたときは、巧電器 A 
を持ってプラヴをコンたントから抜き 、，: P 
乾いた巧などでふきおってください。 指示 

火災の原因とな0ます。 


巧電器をコンたントに差し込むときは、 
卓上ホルダーの端テおよけ巧電器のプラ 
グや端子に導電性異物（鈴筆の芯や金属 
片、金属製のネックレス、ヘアピンなど） 
が赃れないよラにを意して、確実に差し 
込んでくださし、。 

感電•ショート-火災などの原因とな口まず。 

〇 

指示 

濡れた手で巧電器のプラヴを巧き差しし 
ないでください。 

感電や故障などの原因とな0ます。 

濡れ手禁止 

雷が鳴0出したら、巧電器には軸れない 
で/ドか\ 

感電などの原因とな D ます。 

0 

禁止 

卓上ホルダーを自動車巧で使巧しないで 
ください。 

過大な温度と振動によ C 、 火災•故障の原 
因とな0ます。 

0 

禁止 

卓上ホルダーや巧電器は、風呂塌や洗面 
所など湿気の強い場所や化のかかる可能 

1性のある場所では使用しないで < ださし、。 
火災•感電-故障の原因とな0ます。 

0 

禁止 

シガーライター巧電器(オプション品)は、 
マイナスアース車専巧です。プラスアー 
ス車には絶巧に使巧しないで < ださい。 

火災などの原因とな D ます。 

0 

禁止 

シガーライター巧電器（オプション品） 
のヒューズが切れたときは、必す指定の 
ヒューズに交換してくださし、。 

指定^^(外のヒューズを使用すると、火災が 
故障の原因とな0ます。指定のヒューズに 
関しては、シガーライター巧電器の取お説 
明書でご確認くださし、。 

〇 

指示 




お手入れの際は、コンむントやシガーラ g 
イターソケットから、必す巧電器を持っ ^ 
てプラグを巧いてください。 電源プラヴ 

感電などの原因とな0ます。 

巧電器をコンセントやシガーライターソ A 
ケットから抜くときは、コ-ドを引っ張 M 
らす、巧電器を持ってプラヴを抜いてく 指示 
ださい。 

コードを引っ張るとコードが傷つき、感電 
や火災などの原因とな D ます。 

巧電器をコンちントに接続しているとき^ 
は、引っ掛けるなど強い衝撃をちえないじゾ 
でください。 禁止 

けがや故障の原因とな0ます。 

通電中は卓上ホルダーの巧電端子に長時^ 
間軸れないでください。 

低温やけどになる恐れがあります。 禁止 


PC 接続圧 Imic の USB ケーフル、巧電巧 micro 
USB 密換アダフタの取0巧いについて 




使用によ D 、 巧膚に異常が生じた場合は 、 A 
ただちに使巧をやめて医師の診察を受け V 
てくださし、。 指示 

本製品では材料として金属などを使用して 
いまず。お客様の体質や体調によっては、か 
ゆみ-かぶれ*湿疹などが生じることがあ 
D ます(使用材料： 0^18ページ)。 


医巧電気な器巧くでの取0巧いについて 


ここで記載している內容は、「医用電気機器への電波の 
影響を防止するための携帯電話端末專の使巧に関する 
指針」 (電波環境協議会[平成9 年 4月])に準拠、なら U 
に 「電波の医用機器等への影響に関する調査研究報告 
書」 (平成13 年 3月 「社団法人電波産業会」） の內容を参 
考にしたものです。 

r I 


植込み型也臓ペースメーカおよび植込 A 
み型除細動器を装着されている塌合は 、 M 
ペースメーカ等の装着部位から 22 cm しソ 指示 
上 離 して携行および使用してください。 

電波によ D 植込み型む腺ペース;一力およ 
け植込み型除細動器の作動に影響をちえる 
場合があ0ます。 


自宅療養など医療機関のかで、植込み型也 A 
臓ペースメーカおよ植込み型除細動器 
しソ巧の医巧電気機器を使巧される塌合に指示 
は、電液による影響について個別に屋用電 
気機器メーカなどに確認してくださし、。 

電波によ D 医用電気機器の作動に慕響をち 
える場合があ。ます。_ 

満員 電車などの 爲 雑した塌巧にいるとき A 
は、本機の電源を切ってください。付おに •• 
植込み型,む臓ペースメーカおよび植込み指示 
型除細動器を装着されている方がいる巧 
能牲があ D ます。 

電波によ D 、 植込み型む臓ペース文一力お 
よ植込み型除細動器が誤動作するなどの 
影響をちえる場合があ D ます。 










































ま全上のご注意 


医療機関などでは、 L ソ下を守ってくださ A 
い。本機の電波によ0医巧電気機器に影 V 
響を及ぼす恐れがあ0ます。 指示 

• 手術室*集中治療室 OCU ) • 冠が動脈疾 
患監視病室 CCCU ) には、本機を持ち込ま 
ないでくださし、。 

• 病棟巧では、本機の電源を切ってくださし、。 

• □ビーなど、携帯電話の使用を許可された 
場所であっても、おくに医用電気機器がお 
るときは本機の電源を切ってくださし、。 
■医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁 
止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ってください。 


3 D 巧をについて 




ホ過敏の既往症、也臓疾患、体調不良、睡 
眠不足、疲れたげ態、酒気を帯びた方は 
3 D 映像を視聴しないでください。 禁止 

病状などの悪化の原因となることがあ C 
ます。 


3 D 映像の視聴は、7歳 ULt を目をにして 
くださし、。 

子供が視聴ずる場合は、疲巧ゃ不快感など 
に対する反応びわか D にくいため、急に体 
調が!悪くなることがあ0ます。 

保護害の管理のもと視聴させ、目の疲れが 
ないかごを意くださし、。 


〇 

指示 


3 D 映像の視聴時は、30巧の視聴を目ま 
に、適度に休憩をとつてください。 

長時間の視聴によ D 、 目の疲れの原因とな 
ることがあります。 


〇 

指示 


3 D 映像の視聴時は、画面の正面から視聴 
してください。 

目の疲れの原因となることがあ D ます。 

3 D 峽像を視聴する際は、本機を正面に持っ 
て顔から約 27 cm 離すと、映儘が浮き上 
がったり奥行きがあるよラに見えます。 


〇 

指示 


3 D 映像の視聴中に、画像が二重に見えた A 
0立体感を感じにくくなった D した塌合 W 
は、使用を中止してください。 指示 

目の疲れの原因となることびあります。 

3 D 映像の視聴中に、疲労感ゃ不快感（乗 A 
D 物酔いに似た症がなど）を感じた塌合 V 
は、使用を中止してください。 指示 

体調不良の原因となることびあ D ます。適 
度な休憩をとってくださし、。 

電車や自動車の中など、画面が揺れがすし、 
環境では特にを意してください。 
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• USIM 力ードや、 USIM 力ード装着済みの本機を盗 
難•紛失された場含は、必すお問い合わせ先 （0：^ 
裏表紙）までご連絡のラえ、緊急利用停止の手続き 
を巧ってくださし、。 

•事故や故障、修理などによ0本機/ SD カードに登 
歸したデータ（電話帳-音楽-静止画-動画など） 
や設定した巧容が;'肖失*変化した場合の損害につ 
きましては、当社は責任を負いかねまずのであらか 
じめご了承ください。大切な電話帳などのデータ 
は、控えをとっておかれることをおすすめしまず。 

•本機は、電波を利用しているため、特に屋巧が地下 
觀トンネル巧などでは電渡び届きにくくな口、通 
話やワンセグ視聴び困難になることがあ D ます。ま 
た、通話-ワンセグ視聴中に電波が態の悪し、場所へ 
移動すると、通話や映像げ急に途切れることがあ D 
ますので、あらかじめご了承ください。 

• 本機を公巧の場所でご利巧いただくときは、周囲の 
人たちの迷惑にならないよラにご注意くださし、。 

•本機は電渡まに定められた無線局です。したがっ 
て、電波法に基づく検査を受けていただくことがあ 
0ます。あらかじめご了承くださし、 

• 一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっ 
ているおくで本機を使用ずると、雑音び入るなどの 
嚴響をちえることがあ0まずので、ご注意くださし、。 

• 傍受(ぼラじゅ）にご ミ 主意ください。 

本機は、デジタル信号を利用した傍受されにくし喃 
品ですが、電波を利用している関係上、通常の手段 
を超える方法をとられたときには第与者が故意に 
傍受するケースもまったくないとはしなません。こ 
の点をご理解いただいたラえで、ご使用くださし、。 
■傍夏とは、無線連絡の内容を第兰奮が別の受信機 
で故意または偶然に受信することです。 

•インターネツトのサイトには、悪質なものやち害な 
ものがあ D ます。特に、個人情報の書き込みなどは 
慎重に行いましよラ。 


•本機を他人に使わせた0霞渡する目的でおかへ持 
ち出す場合は、輸出許可び必要になることがあ D ま 
すが、旅行や出張時に本人び使巧ずる目的で日本か 
ら持ち出し持ち帰る場合には許可は不要です。 

米国輸出規制によ0本機をキューバ、イラン、朝鮮 
民主主義人民な和国、スーダン、シ I 」アへ持ち込む 
ためには米国政商の輸出許可が必要です。 

•本機では 、 Google Inc . が提供する 「Gooqle PlayT "」 
上よ0、さまざまなアプ U ケーションのインス!-一 
ルび巧能です。お客様ご自身でインス!-ールされる 
これらのアプリケーションの内容踊質、信頼住、合 
ミ去性、目的適合性、情報の真実性、正確性など)および 
それに起因するすべての不具含（ウイルスなど）につ 
きましては、当社は一切の保証を致しかねます。 

I 高温時のごを意 I 

• 操作方まや使用環境によつては、本機の内部温度び 
高くな D 、 熱くなることがあ0ます。その隙には安 
全のため、巧電び停止したり、画面の明るさび調整 
される場合びあ0ます。 

また、内部温度の高い状態のまま使用し続けると、 
警告画面が表示されたあと、約3お禮に電源が切れ 
ますのでご注意ください。この場合には、本機の巧 
部温度を下げるため、すべてのアプリケーションを 
終了してから、画面を消むしてくださし、。 

•力ラ使巧時は、内部温度の高い状態のまま使巧し 
続けると、警告画面び表示された約1お禮に、撮影 
データを保をし、自動終了します。 


I 技術基準適合証巧について I 

本機は、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術 
基準に適合しています。次の操作で、技術基準適合記 
明に関する情報(技適マーク等)を確認できます。 

胃 ♦ r 端末設定」 ♦ 「端末情報」 ♦ 「技術基準適合 
証呪 




















ご利巧にあたって 


[_ カメラについて J 

• 力^ラ機能比一的なモラルを守ってご觸くださ U 
•大切なシーンを撮景ミされるときは、おす試し撮口を 
巧い、画像を表示して正しく撮影されていることを 
ご確認くださし、。 

•撮影び禁止されている場所では撮影しないでくだ 
さし\。 

•力^ラ機能飼脚して撮影した画像は、個人として楽 
しむ場合むどを除き、著作権者(撮影割などの許可を 
得ることなく使用した0、転送することはできません。 


「 3D を換お能の利巧について ] 

お客様び、本機で撮影したもの、他の媒体から入手し 
たものなど、他人び著作権を有する映像を 3 D 変換さ 
れる場合、個人で楽しむなど、あ的目的の範囲内でご 
使用ください。この範囲を超えてのご使巧は、著作権 
侵喜となる恐れがあ D ますのでごを意くださし、。 


I_ 3D 映像の巧晚について_I 

• 3 D 映像の見えかたについては個人差がお D ます。 
•3 D 峽像を視聴する隙は、ディスプレイと両目を平 
行な状態にしてくださし、。 


I_通話中/通信中のご注意_I 

•通話中や通信中は、同時に他の機能を使用している 
間や各種操作を巧ってし^る間も通話料、通信料がか 
かわますので、ご注意くださし、。 

• JavaScript 通信や Flash ® 通信は、通信料が高額にな 
る可能性がお D ます。 


I _裝急速巧メールについて_ I 

• お買しけ時、受信設定は r 有効」に設定されてし\まず。 

•受信時には、マナーモードであっても警告音び鳴動 
します。 

• 通話中、通信中および電渡が態び悪い場合は受信で 
きません。 

• お客様のご利用環境*状況によっては、お客様の現 
在地と異なるエリアに関する情報が受信される場 
合、または受信できない場含があ D ます。 

• 受信設定を「有効」にしてし^る場合は、待賣時間が短 
くなることがあ D ます。 

•当社は信報の内容、受信タイミング、情報を受信ま 
たは受信できなかったことに起因した事故を含め、 
本サービスに関連して発生した損害については、一 
切責任を負いません。 


[_ SSL/TLS について J 

本機には、あらかじめ認証機関から発行された電子的 
な証明書が登歸されてお0、 SSL/TLS (インターネッ 
卜上でデータを暗号化して送受信する通信方法)を利 
用できます。 

•セキュリティで保護されてし^る情報画面を表示する 
場合は、お客様は自己の判断と責任において SSL / 
TLS を利用するものとします。お客様自身による 
SSL / TLS の利巧に隙し、ソフトパンク、シ巾ープ株 
式会社および認誰会社である日本べ I 」サインな式 
会社、サイバートラスト株式会社は、お客様に対し 
SSL / TLS の安全性などに関して何ら保証を巧ラも 
のではあ0ません。万一、何らかの損害びお客様に 
発生した場合でも一切責任を負ラものではあ0ま 
せんので、あらかじめご了承くださし、。 


[_ Wi-Fi (無綜 LAN) について J 

無線 LAN 似降 rWi - Fi 」 と記載）は、電波を利用して情 
報のや C と0を巧ラため、電渡の届く範囲であれば 
自由に LAN 接続できる利点がお0ます。その反面、セ 
キュ I 」ティの設定を巧っていないと劃ま、第 H 者に情 
報を盗み見られてしまラ可能性があ C ます。お客様の 
判断と責任において、セキュ I 」ティの設定を巧い、使 
巧することをお奨します。 

•電気製品 • AV • 0 A 機器などのおくでは利用しな 
いでください。通信速度の低下や通信不可、雑音な 
どの可能性があります（特に電子レンジ使巧時は、 
影響を受けることがあります)。 

•複数のアクセスポイントび存在するときは、正しく 
横索できないことびあ0ます。 

■使庙上のを意事頂 

本機の Wi - Fi の周渡数帯では、電子レンジなどの産 
業•科学-医療用機器や、工場の製造ライン等で使用 
されている構の無線局、アマチュア無線局など(し U 下、 
r 他の無線局」と略す）び運用されています。化の無緑 
機器との電波干渉を防止するため、下記の事項に注意 
してご使用ください。 

1 Wi - Fi を使用する龍こ、おくで同じ周波数帯を使 
用する r 他の無線局」が運用されていないことを 
目視で確認してくださし、。 

2万一、 Wi - Fi の使巧にあた0、本機と r 他の無線 
局」との間に電肢干渉の事例が発生した場をに 
は、速やかに使用場所を変えるか、 Wi - Fi の使用 
を停止(電渡の発射を停止）してください。 

3その他不明な点やお困 D のことび起きたときに 
は、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡先：ソフトパンクカスタマーサポート 
ソフトパンク携帯電話か6157(お科） 

(一般電話からおかけの場合、雲表紙の r お問 
し、合わせ先」 を参照してください） 


•周波数帯について 

この無線機器は、 2.4 GHz 帯を使巧します。変調方式 
として DS - SS /0 FDM 変調方式を採用し、与干渉距離 
は4日 mL ソ下です。 

2.4DS/OF4 


■ Bluetooth® との同時利苗について 

Wi-Fi ( IEEE 802.11 b / a / n ) は、 Bluetooth ® と同一国渡 
数帯口.4白 Hz ) を使用するため、おくで Bluetooth ® 
機器を利巧したり、本機の目 luetooth ® が有効に 
なっていると、通信速度の低下や雑音、接続不能の 
原因になることがあ D ます。接続にま障びあると 
きは、 Bluetooth ® 機器の利巧を中止した D 、 本機の 
Bluetooth ® を無効にしてくださし\。 

•本機の Wi - Fi で設定できるチ中ネルは 1-1 3です。 
これ LU 外のチ巾ネ J レのアクセスポイントには接続 
できませんのでごを意くださし、。 

•利巧可能なチトネルは、国によ0異な0ます。 
•航空機巧の使用は事前に各航空会社へご確認くだ 
さし、。 

•フランスなど、一部の国/地域では、 Wi - Fi の使用 
が制限されます。海外で利用するときは、その国/ 
地域の法規制など条件をご確認ください。 
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ご利巧にあたって 


[ Bluetooth® 機能について ] 

Blu が〇〇化®機能の利用瞄こ、データや情報の漏演に 
よ D 凳生した損害につきましては、責任を負いかねま 
すので、おらかじめご了承くださし、。 

■使巧上のを意事項 

本機の Blu が〇〇化®機能の周波数帯では、電子レンジ 
などの産業-科学-医療用磯器や、工場の製造ライン 
等で使用されている滝巧無線局、アマチュア無線局な 
ど似下、 「他の無線局」 と略す）が達用されています。 
他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記の事 
項に注意してご使用くださし、。 

1 Bluetooth ® 機能を使用する痛こ、おくで同じ园 
族数帯を使用する r 他の無線局」が達用されてい 
ないことを目視で確認してください。 

2万一、 Bluetooth ® 機能の使制こあた0、本機と 
「他の無線局」 との間に電波干渉の事例び発生 
した場合には、速やかに使用場所を変えるか、 
Bluetooth ® 機能の使用を停止（電渡の発射を停 
止）してくださし、。 

3その他不明な点やお困 D のことび起きたときに 
は、次の連總先へお問し^をわせくださし、。 

連絡先：ソフトバンクカスタマーサポート 
ソフトバンク携帯電話から157 (無料） 

(一般電話からおかけの場含、裏表紙の r お問 
い合わせ 巧」を参照してくださし、） 

•周渡数帯について 

この無線機器は、 2.4 GHz 帯を使用します。変調方式 
として FH - SS 変調方式を採用し、与干渉距離は 10 m 
1；•(下です。移動体識別装置の帯域を回避することは 
できません。 


2.4FH1 
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お取0巧いについて 


•本機の電池パックを長い間かしていたり、電池残量 
のない状態で放置した0すると、お客様が登録•設 
定した内容び消失または変化してしまラことがあ 
0ますので、ご注意ください。なお、これらに関しま 
して発生した損害につきましては、当社は責任を負 
いかねますので、あらかじめご了承くださし、。 

•本機は温度： 5む〜35で、湿度： 35%〜90%の範 
囲でご使巧ください（風呂場などでの一時的な使用 
に限 C 、 温度3目で〜40での範囲で可能)。 

•極端な高温や低温環境、直射日化の当たる場所での 
ご使用、保管は避けてくださし、。 

• 使用中や巧電中は本機や電池/《ックが温かくなる 
ことがあ D まずが、異常ではあ0ませんので、をの 
ままご使用くださし、。 

• お客様の取り扱いの不備による故障と認められたと 
きは、保証の対象かとなりまずのでご了承くださし、。 

•力;ラ部分に、直射日光び長時間当たると、巧部の 
カラーフィルターび変色して、画儘が変色すること 
があ C ます。 

•端子が;'ちれていると接触が悪くな D 、 充電不十分の 
原因とな D ますので、汚れたときは、端子を乾いた 
巧、綿棒などでふいてくださし、。 

• お手入れは、乾いた柔らかい巧などでふいてくださ 
し、。また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを用 
いると色びあせた0、な字び薄くなった G すること 
がお C ますので、ご使用にならないでくださし、。 

•本機のディスフレイを堅い物でこすった0、傷つけ 
ないよラご注意ください。 

•無理な力がかからないよラにお取0扱いくださし、。 
故障やけがの原因とな0ます。 

■ズボンやスカートのポケットに入れたまま、しゃ 
びみこんだ〇椅子などに座らないでください。特 
に厚し、生地の巧服のときはこ註意くださし、 

■ カバンなどに入れるときは、重たい物の下になら 
ないよラに十おごを意ください。 


•端子に指定扇似外のものは、取り付けないでくださ 
し、。誤動作した0、破損することがあ D ます。 

• 電池/いクを取り外ずときは、必す電源を切ってか 
ら取 D 外してください。 

データの登録や^ールの送信等の動作中に電池 
パックを取0外さないでください。データの消失- 
変化-破損などの恐れがあ C ます。 

• SD カードの使用中は本磯の電源を切らないでくだ 
さい。データの消失-故障の原因とな0ます。 

•ホ行中は、周囲の音び聞こえなくなるほど、音量を 
上げないでください。事故の原因とな0ます。 

•本機を手に持って使巧するときは、スピーカーをふ 
さがないよラにごを意くださし、。 
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お取 Of 及いについて 


[_ タッチパネルについて J 

• 巧のような操作を行うと、動作しなしにとびあります。 
■ 手袋をした指や m 先での操作 
■ペン、 ボールペン、齡筆など先のとびったもので 
の操作 

■ 異物をタッチパネルに載せたままでの操作 
•誤動作の原因とな D ますので、巧の点にごを意くだ 
さし\。 

■ 濡れた指で操作しなし、 

■ タッチノなルに水滴びつし、てし、るが態で操作しなし、 
■強く押し過ぎむし、 

■タッチ y くネルに市販のシールなどを貼らない 
•タッチノ くネルに水滴びついているときは、水滴を柔 
らかし^巧などでふし^てからご使巧くださし、。 
•タッチパネルで思うように操作できないときは、次 
の操作を巧ってくださし、。 

应!田 ♦ r 端末設定」♦「端末情報」 ♦ r タッチパネル 
補正」 ♦ 画面の指示に従って操作 
•次のよラなときは、0を押して画面を消なさせたあ 
と、再度0を押して画面を点打させてから操作して 
ください。 

■画面に離れていないのに、本機が勝手に動作する 
と言 

■ 画面に軸れても、本機が反応しないとき 


I _イでホンマイクについて_ I 

市販品のイおホンマイクを使用ずると、正常に動作し 
ない場含があ0ます。指定扇のマイクイ寸ステレオイ中 
ホン rSHLDLI 」 （オプション品)をお使いくださし、。 
■イ中ホンマイク使用時、イ中ホンマイク端モ部に強 
い負荷をあたえると防水/防塵性能が損なわれる 
ことがありますのでごを意くださし、。 


[ 巧倒式ワンセグ用アンテナについて ] 

巧倒式ワンセグ用アンテナは兰段すです。収納すると 
きは無理に押し込ます、最短まで長さを藝えてから収 
納してください。完全に収納しないまま持ち運ぶと、 
破損の原因とな0ます。 


[_ USIM トレイについて I 

USIM トレイに強い力を加えるとお損の原因とな0 
ます。 



USIM 力ード 


• USIM カード取 D 付け/取口外しの際は、巧の点に 
を意して行ってくださし、。 

■ USIM トレイは、ゆっく0とてし、ねいに引き出す 

■ USIM カードは、にチップのある金属部分を上に 
して揮入する 

■ USIM 力ードをセットしたあとは 、 USIM トレイご 
と奧までしっか0と押し込む 

■ USIM 力ードを取りかすときは、 USIM トレイから 
USIM カードを手前にスライドさせるよラにして 
行ラ 


[ ストラッブの取0付けについて I 

ストラツプび取 C 付けにくい場合は、電池カノく一を取 
口外した状態で取0付けてくださし、。 


[ フ U —ズ時の対应方法について I 

本機び、動作を停止した D 入力を受け付けなくなった 
0 したときは、巧の操作で本機を再起動してくださし、。 

電池パックを取0外す♦取0外したままで数砂間 
待つ♦電地パックを巧り付ける♦0(長押し） 


[_ 才ール U セットについて J 

オールリセットすると、本機巧のすべてのデータび;'肖 
去されます（お買い上げ時にインス!-ールされている 
一部のアプリ午ーシヨンも含みます)。 

また、 「携帯電話を U たット」 をタップする確認画面 
で、 「 microSD 巧データをミ肖去」 にチェックを入れる 
と、 SD 力ード内のデータもすベて;'肖去されます。 

I 」セットした内容は元に戾せませんので、十分に確認 
したラえで、操作してくださし、。 

应 as ♦「端ま設定」♦「プライバシー」 ♦「 才ールリ 
セット」♦操作用暗証番号入力 ♦roK 」 ♦「携帯 電 
話を U たット」♦「すべて ミ 肖 去」 

を icasaTM ウェフアルバムログインについてのこを意 I 

Picasa ウェブアルバムへのログイン巧に設定してし、 
る日 00 gle ™ アカウントを、本機の Google アカウン 
卜として登歸してください。本機に Google アカウン 
卜を登録したあとに、その Google アカウントを入力 
して Picasa ウェブアル/ くムのアカウントを新規に取 
得しても、 Picasa は本機の Google アカウントの同期 
項目には表示されません。 
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知的財産権について 


I _肖像権について_ I 

•他人からお断で写真を撮られた化撮られた写真をお 
断で公表された0、利用された0することがないよラ 
に主張できる権利び肖像権です。肖像権には、詰にで 
も認められている人格権と、タレントなど経済的利な 
に着目した財産権（ノ\’フ1；シティ権）があ0ます。した 
がって、勝手にイ也人やタレントの写真を撮って公開し 
た0、配布した0することは違法行為とな0ますので、 
適切なカメラ機能のご使用を也びけてください。 


[ _着作権について_ ] 

•旨楽、映儘、コンピュータ-フ□グラム、データべースな 
どは著作権をによ0、その著作物およ U 著作権害の権利 
び保譲されています。こラした著作物を複製することは、 
個人的にまたは家庭ので使用する目的でのみ巧うことが 
できます。この目的を超そて、権利者の了解なくこれを複 
製(データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネット 
ワーク止での配信などを巧うと、 「着作権 侵害」 「着作者人 
格権 侵害」として損害賠償の請おや刑事処罰を受けること 
びあ0ます。本製品を使巧して複製などをなされる場合に 
は、著作権をを遵守のう无、適切なご使巧を瓜がけていた 
だきますよう、お願いいたします。また、本製品にはカメラ 
機能が搭載されてしほすが、本カメラ機能を使巧して記録 
したちのにつきましても、上記と同樣の適切なご使巧をむ 
がけていたださますよラ、お願いいたします。 

• SoftBank 102 SH または SoftBank 102 SHU には、一 
部のアフリケーシヨンびフ U インストールされてお0 
ません。 


[ オーフンソースソフトウェアについて I 

•本機には 、 GNU General Public License ( GPL) 、 GNU 
Lesser General Public License ( l _ GPL )、 その他のライ 
センスに基づくソフトウェアが含まれています。 

なの操作で、当該ソフトウェアのライセンスに関する 
詳細を確認できまず。 

面の ♦ r 端末設定」 ♦ 「端末情報」 ♦ 去的情報」 ♦ 
「オープンソースライたンス」 

•GPU LGPL に基づくソフトウェアのソースコードは、 
下記サイトで無償で開をしています。 

詳細は下記サイトをご参照ください。 
https://sh-dev.sharp.co.Jp/android/modules/oss/ 


本機に搭載のソフトウェアは著作物であ0、著作 
稳著作者人格権などをはじめとする著作著等の権 
利び含まれてお D 、 これらの権利は著作権法によ D 
保震されています。ソフトウェアの全部または一部 
を複製、修正あるいは改変した0、いードウェアか 
らお離した0、逆アセンブル、逆コンノ《イル、リバー 
スエンジニア リ ンヴ等は巧わないでください。第兰 
蓄にこのよラな行為をさせることも同様です。 


動画の撮影/再生の技術には rMPEG -4」 が使われてい 
ます。 

This product is licensed under the MPEG -4 Visual 
Patent Portfolio License for the personal and non ¬ 
commercial use of a consumer to ( i ) encode video 
in compliance with the MPEG -4 Video Standard 
(" MPEG -4 Video ") and/or ( ii ) decode MPEG -4 
Video that was encoded by a consumer engaged 
in a personal and noncommercial activity and/or 
was obtained from a licensed video provider . No 
license is granted or implied for any other use . 
Additional information may be obtained from 
MPEG LA . 

See http :// www . mpegia . com . 

This product is licensed under the MPEG -4 
Systems Patent Portfolio License for encoding in 
compliance with the MPEG -4 Systems Standard , 
except that an additional license and payment of 
royalties are necessary for encoding in connection 
with ( i ) data stored or replicated in physical media 
which is paid for on a title by title basis and/or 
( ii ) data which is paid for on a title by title basis 
and is transmitted to an end user for permanent 
storage and/or use . Such additional license may 
be obtained from MPEG LA , L 1_ C . 

See http ;// www . mpegla.com for additional details . 
本製品は、 AVC ポートフォリオライセンスに基づき、 
お客様が個人的に、且つ非商業的な使巧のために （i ) 
AVC 規格準拠のビデオ（じ(下 「AVC ビデオ」 と記載しま 
す）を符号化するライセンス、および/または （ii )AVC 
ビデオ（個人的で、且つ商業の活動に従事していないお 
客様によ0巧号化された AVC ビデオ、およまたは 
AVC ビデオを提供することについてライセンス許語さ 
れているビデオプ□バイダーから入手した AVC ビデオ 
に限0ます）を復号するライセンスび許語されてお0ま 
す。その他の使巧については、黙示的にも~切のライセ 
ンス許語がされてお D ません。さらに詳しい情報につい 
ては 、 MPEG LA , LLC . から入手できる可能性がありま 
す。 htt : p :// www . mpegla.com をご参照くださし、。 


本製品は、 VC -1 Patent Portfolio Li ぴ nse に基づき、 
お客様が個人的に、ちつ非商業的な使用のために （ i ) 
VC -1 規格準拠のビデオ似下 rvc -1 ビデオ」 と記載しま 
す)を符号化するライセンス、およまたは （ ii ) VC -1 
ビデオ（個人的で、且つ商業的活動にが事していないお 
客様により符号化された VC -1 ビデオ、およまたは 
VC -1 ピデオを提供することについてライセンス許語さ 
れているビデオプロバイダーから入手した VC -1 ビデオ 
に限口ます）を復号するライセンスが許語されてお0ま 
す。その他の使用については、黙を的にも一切のライセ 
ンス許語がされてお0ません。さらに詳しい情報につし、 
ては、 MPEG LA , LL . C . から入手できる可能性がありま 
^ 0 http :// www . mpegla.com をご参照くださし、。 
コンテンツ巧ち者は、 Microsoft 円 ayReady ™ コンテンツ 
アクセス技術によって著作権を含む知的財産を保護して 
います。本製品は、 FlayReady 技術を使巧して PlayReady 
保護コンテンツおよ UWMDRM 巧護コンテンツにアク 
セスします。本製品がコンテンツの使用を適切に規制で 
きない場合、 FlayReady 保護コンテンツを使用するため 
に必要な本製品の機能を無効にするよラ、コンテンツ所 
有吾は Microsoft に要ホすることができます。無効にす 
ることで保護コンテンツし U かのコンテンツや他のコン 
テンツアクセス技術によってな震されているコンテン 
ツび影響を受けることはあ0ません。コンテンツ所有者 
はコンテンツへのアクセスに際し、 PlayReady のアップ 
グレードを要巧することがあ口ます。アップグレードを拒 
否した場合、アッフグレードを必要とするコンテンツへの 
アクセスはできません。_ 

Microsoft ®, Windows®、Windows Vista ®, Excel ®、 
PowerPoint®、Windows Media ® は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における商標ま 
たは登録商標でず。_ 

Microsoft ® Excel ®, Microsoft ® Word は、米国の 
Microsoft 〔 orporation の商品名称でず。 
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知的財産権について 


Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 巧びその子会社、 
関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。 
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標であ 
る場台があ。ます。_ 

QR 〕ー ドは株式会社デンソー。ェーブの登歸商標でず。 

microSD , microSDHC □コは SD -3 C , LLC の商標です。 


ドキュメントビューアは DataViz 社の Documents To 
Go を搭載しておりまず。 ◎ 2日11 DataViz , Inc . and 
its licensors . All riahts reserved . 

DataViz , Documents To Go and InTactTechnology 
are trademarks or registered trademarks of 
DataViz , Inc . 


本製品は、無線 LAN 標準規格の IEEE 802.11 に基づき、 
無線 LAN 機器の相豆接続性を保証するために Wi-Fi 
Alliance ® が定めている認証テストをパスしてお0、 
rWi-Fi CERTIFIEDTM 」 という認定びちえられていま 
す。 Wi-Fi □二!‘びついた製品と相互接続が保証されます。 
IEEE 802.1 IbJEEE 802.1 1 g およ UIEEE 802.1 In に巧 
応してお0ます。 


吸曲|ド呵 

CERTIFIED® 


Wi-Fi Protected SetupTM ( wPS ) で、無線 LAN の接続設 
定巧容 (SSID や認証方式暗号キーなど)をプッシュボタ 
ン方式、 PIN コード入力ち式で設定できる機能をちして 
います。 


本機は IrSimpleTM または I 6 STM 機能を搭載しています。 
IrSimple ™、 IrSS ™ または IrSimpleShot ™ は 、 Infrared 
Data Association ® の商標です。 

Bluetooth ® is a trademark of the Bluetooth S に， Inc . 

©Bluetootif 

The Bluetooth word mark and logos are owned by 
the Bluetooth S に， Inc . and any use of such marks 
by Sharp is under license . Other trademarks and 
trade names are those of their respective owners . 
Bluetooth ® は、米国目 luetooth S に, Inc の登録商標です。 

この製品では、シゎープ株式舍社が液晶画面で見やず 
く、読みやすくなるよラ設計した LC フォントげ搭載 
されています。 LC フォント/ LCF 0 NT および 15® は、 
シゎーフ株式尝なの登録商標でず。_ 

本豐品には株式会社モリサワの書体、新ゴ M を搭載し 
ています。*新ゴは株式会社モ U サワの登録商標です。 


Wi - Fi ® Wi-Fi Alliance ®、 WPA ®、 WPA 2® Wi-Fi 
CERTIFIED ロゴは Wi-Fi Alliance ® の登録商標です。 
Wi-Fi CERTIFIED ™ および Wi-Fi Protected SetupTw は 
Wi-Fi Alliance ® の商標でず。 _ 

Fel に a はソニー株式会社び開発した非接触にカードの 
技術方式です。 

Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 

這)は、フェリカネットワークス株式尝社の登録商標です。 
FeliCa is a contactless に card technology 
developed by Sony Corporation . 

FeliCa is a trademark of Sony Corporation . 

「おサイフケータイ」は、株式会社 NTT ドコモの登録商標 
です。 

r らくらく瞬漢ルーペ®」及び「ラクラク瞬英ルーぺ®」は株 
式会社アイエスピーの登録商標です。 
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□ ADOBE * 

FLASH " PLAYER 


本製品は Adobe Systems Incorporated の Adobe ® 
Flash ® Plaver および Adobe ® Flash ® Lite ® テクノロ 
ジーを搭載しています。 

Adobe Flash Player . Copyright © 1996-2011 
Adobe Systems Incorporated . All rights reserved . 
Adobe Flash Lite . Copyright © 2003-2011 Adobe 
Systems Incorporated . All rights reserved . 

Adobe 、 Flash、Flash Li ぉおよび Flash ロゴは Adobe 
Systems Incorporated (7 ドビシステムス社)の米国な 
ら U にその他の国における登録商標または商標です。 
再生するコンテンツによっては Flash Player の最新版が 
必要になる場をびあります。_ 

Flash Player を使用する際には、 UTF の事項をお守0 く 
ださい。 （ i ) ソフトウェアを複製、頒巧しないこと。 （ ii ) 
ソフトウ卫アを改変した0、派生物を作成しないこと。 
(川）ソフトウェアを逆コンパイル、 U バースエンジニア 
リング、逆アセンフル、その他ソースコードの解巧をし 
なしにと。 （ iv ) ソフトウ X アの権利に関する表日月をしな 
いこと。（ V )ソフトウェアの使巧によって被った間接損 
害、特別損害、付随的損害、懲罰的損害、結果的損害等を 
含む一切の損害の賠償を請求しないこと。_ 

Goode、Goode ロゴ、 AndroicTM、Android □コ '、 Google 
Play (旧 Android マーケット ™)、Google Play ロコ' (旧 
Android マーケット ロコ)、 Gmail™、Gmail ロコ ■,Google 
Earth ™. Google Earth ロコ ‘、 Google マップ ™、 Google 
マップロコ ’、 Google I ク ™、 Goo 弓 le 卜ークロコ’、 
Picasa、Picasa □コ ’'Google マッフナビ tm 、Google マッ 
フナビ ロコ '、 Google Latitude™、Google Latitude ロコ'、 
Google プレイス™、 Google プレイスロコ’、 Google 旨青 
検索 ™、 Google 音靑検索 □ zl ‘、 Google + TM 、 Google+a 
ゴ、^ッセンジぉーロゴ、 YouTube ™ および YouTube 口 
コ■は 、 Google Inc . の商標または m 录商標です。 


Mercury 3 D は株式会社マーキュ U — システムのな体 
変換技術の総称です。 

他の媒体などから入手した静止画（本機で撮影した静 
止画を除く）を、画素数1920 X 108( U ^( 上の 3 D 映像 
に蜜換し、商用に利用する場合は、株式会なマーキュ 
リーシステ厶 ( Mercury @ Mercury 3 d . co . jp ) の許語び 
必要です。_ 

DLNA ®、 DLNA □ゴおよび DLNA CERTIFIED ™ は、 
Diaital Living Network Alliance の商標です。 

DLNA ®, the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ™ 
are trademarks , service marks , or certification 
marks of the Digital Living Network Alliance . 

本機の DLNA の認定はシトーフ株式舎社び取得しました。 
This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit . 
( http :// www . openssl . org /) 

この製品には OpenSSL Toolkit における使巧のために 
OpenSSL プロジェクトによって開発されたソフトウェ 
アが含まれていまず。_ 

This product includes cryptoaraphic software 
written by Eric Young ( eay @ cryp じ oft . com ) 

この製品には Eric Young によって作成された暗号化ソ 
フトウェアび含まれています。_ 

Portions Copvriaht © 2004 Intel Corporation 
この製品には Intel Corporation のソフトウェアを一部 
利巧してお。ます。_ 

文字蜜換は、オムロンソフトウェア株式舍社の iWnn を 
使用しています。 iWnn ◎ 0 MR 0 N SOFTWARE Co ., 
Ltd .2008-2011 All Rights Reserved . 
iWnn IME ◎ OMRON SOFTWARE Co ., Ltd . 2009- 
2011 All Rights Reserved . 

FrameSolid ®, PhotoScouter ®, TrackSolid ®, Morpho Slide 
3 D ™ は株式会社モルフォの登録商標または商標です。 



























知的財産権について 


CamScanne 严 , the CamScanner design logo , INTS に®, 
the INTS に design logo are all trademarks or service 
marks of INTS に INFORMATION CO ., LTD . All other 
trademarks and service marks appearing on the 
CamScanner service are the properties of their 
respective owners . Anyone must not violate any 
trademark rights ot し amScanner including but not 
limitation of CamScannet * s brand , logos and/or 
trademarks . 

「 GALAPAGOS」、「GALAPAGOS SQUAR 。、 
「GALAPAGOS STORE 」、[ AQUOSJ , PAQUOS PHON 。、 
「ベールビユー」、 rVeilView 」、 「ファミリンク」、 
「 FAMILINK 」、「 MediaJetk 「エコ抵マーク、「エコ掛、 
r チャージングシアター」はシゎーフ株式会社の商標ま 
たは登録商標です。_ 

• 「ジーニアス 英和舌辛 巧 MX 」@ K 日 NISHI Tomoshichi , 
MINAMIDE Kosei & Taishukan , 2009 

• r ジーニアス利] 英舌辛 巧 MX 」@ K 日 NISHI Tomoshichi , 
MINAMIDE Kosei STaishukan , 2009 

• r 巧鏡国語巧巧 MX」@KITAHARA Yasuo & 
Taishukan , 2009 

[ Twi け er 」 の名称、□ゴは Twitter ， Inc . の登録商標です。 

「 mixi 」 および「ソーシルフォン」は株式会社ミクシィ 
の登録商標です。_ 

PMobageJ および FMobageJ □ゴは、株式会社 
ブ■’ィー * エ3 •エーの登録商標または商標でず。 

GREE および GREE ロゴは、グリー株式会社の登録商標 
でず。 

「レコチョク」「レコチョク（□コ D 」 は、株式尝社レコチョ 
クの登録商標でず。_ 

r いつも NAVI 」 は、株式会社ゼン I 」ンデータコムが提供 
する地図*ナビゲーションサービスです。_ 

「スグデコ！」は株式会社アイフ U —クの登録商標です。 


ビューンおよび VIEWN の名称、ロゴは株式会社ビュー 
ンの商標です。_ 

U な ream は、 Ustream , Inc . の登録商標です。 

MyScript ® Stylus Mobile は、ビジョン*オブジェクツ 
S . A . (ビジョンオフジェクツ)の商標です。 

MyScript ® Stylus Mobile is a trademark of VISION 
OBJECTS ._ 

Facebook ® および Facebook □コは、 Facebook , Inc . の 
登録商標または商標です。_ 

McAfee およけその他のマークは、米国法人 McAfee , 
Inc . またはその関係会社の米国またはその他の国にお 
ける登録商標または商標です。セキュ U ティを連想させ 
る赤は McAfee ブランド製品独自の色でず。_ 

aptX は CSR pic . の登録商標です。_ 

エコパックライトコント□—ルは 、 Apical LimitedcZ ) 
Assertive Display テクノロジーを使用しています。 

が 

apical 


SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□ゴは日本国 
およ U その他の国におけるソフトバンク株す会社の登 
録商標または商標です。_ 

「 Yahoo !」 およ U ^ rYahooUrYU のロコマークは、米国 
Yahoo ! Inc . の登録商標または商標です。_ 

CP 8 PATENT _ 

デコレ^ール、 S ! イール、楽デコ、ナビアプリ、カバコレ、 
スマセレ、お笑し \ LIFE はソフトバンクモバイル株式会な 
の登録商標または商標です。_ 

その他の記載している会社各、製扇各は各社の登録商標 
または商標です。 
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携帯電話おの比吸収率 ( SAR ) について^ 


この機種【1 02 SH /102 SH n 】の携帯電話機は、国 
が定めた電巧の人体吸収に関する技術畐準に適合 
しています。 

この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電 
話機などの無線機器から送出される電渡が人間の健 
康に慕響を及ぽさないよラ、科学的根拠に基づいて定 
められたものであ0、人体側頭部に吸収される電渡 
の平均エネルギー量を表ず比吸収率 CSAR : Specific 
Absorption Rate ) につし、て、これび 2 VV / kg ^ の許容 
値を超えないこととしていまず。この許容値は、使用 
害の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安全率を 
含んでお0、世界保健機関 （ WHO ) と協力関係にある 
国瞭非電離放射線防護委員会（に NIRP ) が示した国隙 
的なガイドラインと同じ値になっています。 

この携帯電話機 [1025H/102SHn] の 5AR は 
102SH : 0.449 W/kgJ02SHn : 日. 456W/kg です。 
この値は、国が定めた方法に従い、携帯電話機の送信 
電力を最大にして測定された最大の値です。個クの製 
品によって SAR にぎかの差異が生じることもあ D ます 
び、いすれも許容値を満足しています。また、携帯電話 
機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信 
電力になるよラ設計されているため、実隙に通話して 
しぶが態では、通常 SAR はよりかさし、値となります。 
SAR について、さらに詳しし V 肩報をお知りになりたし、 
方は、下記のホームページをご参照くださし、。 

総務省のホームページ 

http://www.telG.soumu.ao.Jp/j/ele/index.htm 
社団ま人電波産業会のホームページ 
http://www.arib-emf.ora/ 

技術基準については、電渡を関連皆令（無線設備お 
則第14条の 2) で規定されています。 


「ソフトバンクのボディ SAR ポ U シー」について 

木ボディ（身体) SAR とは：携帯電話機本体を身体に 
装着した状態で、携帯電話磯にイおホンマイク等を装 
着して連続通話をした場合の最大送信電力時での比 
吸収率 (SAR) のことです。 

木本比吸収率 CSAR) :日分間連続通話状態で測定した 
値を掲載しています。 

当社では、ボディ SAR に関する技術基準として、米国連 
巧通信委員会(に。の基準およ U 欧! Jtl における情報を 
掲載してしなす。詳細は r 米国連邦 ii 信委員会 (FCO の 
電渡ばく露の影響に関ずる情報 」 r 欧帅における電波ば 
く露の影響に関する情報」をご参照ください。 

木木*身体装着の場合：一般的な携帯電話の装着ま 
として身体から 1.5 センチに距離を保ち携帯電話機 
の背面を身体に向ける位置で測定試験を実施してい 
ます。電渡ばく露要件を満たすためには、身体から 
1 .5 センチの距離に携帯電話を固定出来る装身具を 
使巧し、ベルトクリツプやホルスター等には金属部品 
の含まれていないものを選んでくださし、。 
ソフトバンクモバイルホームページからち巧容をご 
確認いただけます。 

http :// www . softbankmobile . co . ip / ja / info / pubiic / 

emf / emf 02 .html 
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携帯電話機の比吸収率 CSAR ) について 

「米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電液ばく露の影響に 

関ずる情報」 

米国連巧通信委員会の指針は、独立した科学機関が定 
期的かつ周到に科学的研究を行った結果策定された 
基準に基づいています。この許容値は、使用害の年齡 
や健康状態にかかわらす十分に安全な値となってし、 
ます。 

携帯電話機か6送出される電渡の人体に対する影響 
は、比吸収率 ( SAR : Specific Absorption Ra お）とし、 
ラ単位を用いて測定します。 FCC で定められている 
SAR の許容個ま、1.目 W / kg となっています。 

測定試験は機種ごとに FCC び定めた位置で実施さ 
れ、下記のとお0に従って身体に装着した場合は 
102 SH : 0.576 W / kg 、102 SHn : 0.576 W / kg です。 

身体装着の場含：この携帯霞ま機 [102SH/1025Hn] 
では、一般的な携帯電話の装着まとして身体から1 .0 
センチに距離を保ち携帯電話機の背面を身体に向け 
る位置で測定試験を実施しています。 F 〔〔の電波ば 
く露要件を満たすためには、身体から1 .0 センチの距 
離に携帯電話を固定出来る装身具を使巧し、ベルトク 
リップがホルスター等には金属部品の含まれていな 
し、电のを選んでくださし、。 

上記の条件に該当しない装身具は、 FCC の電波ばく露 
要件を満たさない場合もあるので使巧を避けてくだ 
さし、。 

比吸収率 （ SAR ) に関するさらに詳しい情報をお知 G 
にな0たい方は下記のホームページを参照してくだ 
さし、。 

Cellular lelecommunications & Internet 
Association CCTIA ) のホームぺージ 
http :// www . ctia.org (英文のみ） 


r 欧州における電液ばく露の影響に関する情報」 
この携帯電話機 [1025 H /102 SHn ] は無線を賣信 
機器でず。本品は国隙指針の推奨する電波の許容値 
を超えないことを確認しています。この指針は、独立 
した科学機関である国隙非電離放射線防護蚕員会 
り CNIRP ) び策定したものであり、その許容値は、使巧 
害の年齡や健康が態にかかわらす十分に安全な値と 
なっています。 

携帯電話機か6送出される電渡の人体に対する該響 
は、比吸収率 （ SAR : Specific Absorption Rate ) とし、 
う単位を巧いて測定します。携帯機器における SAR 許 
容値お W / kg で、身体に装着した場合の SAR の最高 
値は 102 SH ; 0.467 W / kg *、 102 SHn : 0.467 W / kg * 
です。 

SAR 測定の隙には、送信電力を最大にして測定するた 
め、実瞭に通話しているが態では、通萬 SAR はよ C か 
さい値となります。これは、携帯電話微ま、通信に必要 
な最但限の送信電力で基地局との通信を巧ラよラに 
設計されているためです。 

巧界保健機関は、モパイル機器の使巧に関して、現在 
の科学情報では人体への悪影響は確認されていない 
と表明しています。また、電渡の影響を抑えたい場合 
には、通話時間を短くずること、または携帯電話機を 
頭部や身体か6離して使用ずることが出来るノ\ンズ 
フ I 」一用機器の利用を推奨しています。 

さらに詳しい信報をお知 C にな D たい場合には巧巧 
保健機関のホームページをご参照くださし、。 

ルけ p :// www . who . int / emf ) (英文のみ） 

A —般的な摸帯電話の身体への装着まについては、 

「ソフトパンクのボディ SAR ポ U シー」をご参照く 
ださし、。 
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保証とア フターサー ビス 


■巧証について 

本機をお買い上げいただいた塌含は、保証書がつし、 

てお0ます。 

•お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認くださし、。 

• 内容をよくお読みのラえ、大切に保管してくださし、。 

• 保証期間は、保証書をご覧くださし、。 

•本製品の故障、誤作動または不具合などにより、通話 
などの磯尝を逸したために、お客樣、または第^音び 
受けられた損害につきましては、当社は責任を負し、 
かねますのであらかじ奴ご了承くださし、。 

■故障または修理によ0、お富様が登録/設定した内 
容が消失/変化する場をびあ0ますので、大切な雲 
話帳などは控えをとっておかれることをおずず城し 
まず。なお、故障または修理の隙に本機に登録した 
データ（電話帳/昌楽/静止画/動画など)や設定し 
た内容び消失/愛化した場合の損害につきまして 
は、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了 
承ください。 

•本製品を分解/改造すると、電波法にふれることび 
あ0ます。また、改造された場台は修理をお引き受け 
できませんので、ごを意ください。 


■アフターサービスについて 

修理を依頼される場合、お問い合わせ巧 （0^ 裏表 
紙)または最寄りのソフト/ \"ンクショップへこ相談 
<ださい。 

その際、できるだけ詳しく異苗のげ態をお聞かせく 
ださし、。 

■保証期間中は保証書の記載內容に基づいて修理い 
たします。 

•保証期間禮の修理につきましては、修理によ D 機能 
が維持できる場合は、ご要望によ0有償修理いたし 
ます。 

• 本機の補修用性能部品（磯能維持のために必要な部 
品)の最低保ち期間は、生産打ち切 D 渡6年です。 

アフターサービスについてご不明な点は、最寄 D の 
ソフトパンクショップまたはお問い合わせ先 (頓 
裏表紙)までご連絡くださし、。 
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Quick Tips 

Before Using Handset 


I_Accessories 

• Battery ( SHBED 1) 

• Micro USB Cable ( SHDDL 1) 

• Micro USB Charging Adapter ( SHCDL 1) 

• Desktop Holder ( SHEED 1) 

• microSDHC Card (complimentary sample ) 



• Holding handset 千 irmly , place finger of 
other hand lightly on Cover , then use 
notch to slowly and gently remove it . 


Q Insert battery 



•With recycling symbol up , align battery 
terminals with contacts . 

Q Close Battery Cover 



•Align Battery Cover with handset , then 
firmly press down along shaded areas . 

•Close Battery Cover firmly . Debris trapped 
between Cover and gasket may expose 
handset to liquid / dust . 
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I_Charging (Desktop Holder)_| 

With battery installed , use specified AC Charger 
ZTDAA 1 (sold separately ) and Desktop Holder . 
• A し Charger and Desktop Holder are not water 
or dustproofed . Do not charge battery while 
handset is wet . 

■ Handset/AC Charger may warm while charging . 


Connector Port Release Tabs 



O Insert Charger Connector into 
Desktop Holder 

• Insert connector in the correct orientation 
until it clicks . 


巧 Extend blades and plug AC 
Charger into AC outlet 



@ Place handset onto Desktop 
Holder 



•Align handset with guides , then push 
down until it clicks into place . 

• Notification Lamp illuminates while 
charging . 

• Notification Lamp goes out when battery 
is full . 

Q Remove handset from Desktop 

Holder, then unplug AC Charger 
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Handset Keys 


Basic Operations 



I_Handset Power On/Off _| 

■ Power On 

田 (Long) 

•After Power On Graphics, Unlock window 
appears; drag | to When waterproofing/ 
dustproofing guidance appears, tap OK. 
(Home Screen appears.) 

Unlocking Touch Panel 

Drag む〇因. 

After Powering On for the First Time 
Initial setup menu opens before Home Screen 
appears; follow these steps: 

がへ ♦ 'ずへ♦がへ ♦ がへ ♦ がへ ♦ かへ 
♦完ア♦り t ほ 
Sleep Mode 

After a oeriod of inactivity or pressina 田， Display 
goes completely dark and Sleep mode activates. 

To cancel, press 田； Unlock window appears. 

■ Power Off 

田 (Long) * 電源を切る ♦ OK 

[ English Interface | 

晒 ♦ 端末設定 * 言語とキーボード ♦ 

言語 (Language) を選択 * English 

[ My Phone Number | 


口曲！ ♦ Settings * Profile 


General Notes 


I Electromagnetic Waves 

For body-worn operation, this phone has been 
tested and meets RF exposure guidelines when 
used with accessories containing no metal, that 
position handset a minimum of 15 mm from 
the body. Use of other accessories may not 
ensure compliance with RF exposure guidelines. 

[ CE Declaration of Conformity 

C€0168 ① 

In some countries/regions, such as France, there are 
restrictions on the use of Wi-Fi. If you intend to use Wi-Fi on 
the handset abroad, check the local laws and regulations 
beforehand. 


Hereby, Sharp Telecommunications of Europe Ltd, declares 
that 102SH/102SHII is in compliance with the essential requirem 饥じ 
and other relevant provisions of Directive 1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conform かれ reach 
model can be found at the following Internet address: 
http://www.sharp.co.jp/k-tai/ 


■ Battery Cautions 

Use specified battery or Charger only. 

Non-specified equipment use may cause 
malfunctions, electric shock or fire due to 
battery leakage, overheating or bursting. 

Do not dispose of an exhausted battery with 
ordinary refuse; always tape over battery 
terminals before disposal. Take battery to a 
SoftBank Shop, or follow the local disposal 
regulations. 


Charge battery in ambient temperatures 
between 5 で and 35°C; outside this range, 
battery may leak/overheat and performance 
may deteriorate. 

■ Mobile Light 


Do not snine Mobile Light in eyes. 

May temporarily affect eyesight or startle, 
leading to accidents. 


CAUTION: 

Use of controls, adjustments or 
performance of procedure other 
than those specified herein may 
result in hazardous radiation 


EN60825-1:1994 A1:2002 ft A2:2001 



exposure. As the em に sion level from Mobile Light 
LED used in this product is harmful to the eyes, do 
not attempt to disassemble the cabinet. Service is 
limited to authorized service centers only. 



■Mobile Light LED Properties 

a) Emission Duration: Continuous 

b) Wavelength 
White: 400-700 nm 
Red: 600 - 670 nm {center 
wavelength: 631 nm) 

c) Maximum Emission Output 

White: 400 pW (1.2 mW inside handset) 
Red:190 pW (890 ^jW inside handset) 































































































■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and 
receiver. It is designed not to exceed the limits 
for exposure to radio waves recommended by 
international guidelines. These guidelines were 
developed by the independent scientific 
organization ICNIRP and include safety margins 
designed to assure the protection of all persons, 
regardless 0 千 age and health. 

The guidelines use a unit of measurement 
known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 
The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg. 

As mobile devices offer a range of functions, 
they can be used in other positions, such as on 
the body as described in this user guide*. 
Highest SAR value: 


Model 

At the Ear** 

On the Body 

1025H 

0.486 W/kg 

0.467 W/kg 

1025Hn 

0.486 W/kg 

0.467 W/kg 


As SAR is measured utilizing the device's highest 
transmitting power the actual SAR of this device 
while operating is typically below that indicated 
above. Th に is due to automatic changes to the 
power level of the device to ensure it only uses 
the minimum level required to reach the Network. 
The World Health Organization has stated that 
present scientific information does not indicate 
the need for any special precautions for the use 
of mobile devices. They note that if you want to 
reduce your exposure then you can do so by 
limiting the length of calls or using a handsfree 
device to keep the mobile phone away from the 
head and body. 

* Please see Electromagnetic Waves on P.47 for 

important notes regarding body-worn operation. 


**Measured in accordance with international 
guidelines for testing. 

■ Headphone Signal Level 

The maximum output voltage for the music 
player function, measured in accordance with EN 
50332-2, is 17.0 mV. 

[ FCC Notice ] 

•This device complies with part 15 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the 千 0110 wing two 
conditions: 

(1)This device may not cause harmful 
interference, and (2) this device must accept 
any interference received, including 
interference that may cause undesired 
operation. 

• Changes or modifications not expressly 
approved by the manufacturer responsible for 
compliance could void the user's authority to 
operate the equipment. 

■ FCC Information to User 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits of a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These 
limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy 
and, if not installed and used in accordance with 
the instructions, may cause harmful interference 
to radio communications. 

However, there is no guarantee that interference 
will not occur in a particular installation; if this 
equipment does cause harmful interference 
to radio or television reception, which can be 
determined by turning the equipment off and 
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on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following 
measures: 

1. Reorient/relocate the receiving antenna. 

2. Increase the separation between the 
equipment and receiver. 

3. Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

4. Consult the dealer or an experienced radio/ 
TV technician for help. 

■ FCC RF Exposure Information 
Your handset is a radio transmitter and receiver. 
It is designed and manufactured not to exceed 
the emission limits 千 or exposure to radio 
frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. 
Government. 

The guidelines are based on standards that 
were developed by independent scientific 
organizations through periodic and thorough 
evaluation 0 千 scientific studies. The standards 
include a substantial safety margin designed to 
assure the safety of all persons, regardless o 千 
age and health. 

The exposure standard for wireless handsets 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit 
set by the FCC is 1.6 W/kg. 

Highest SAR value: 


Model 

FCC ID 

At the Ear 

On the Body 

1025H 

APYHRO 00157 

0.315 W/kg 

0.576 W/kg 

102SHn 

APYHRO 00157 

0.315 W/kg 

0.576 W/kg 


This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 
1.0 cm from the body. To maintain compliance 
with FCC RF exposure requirements, use 
accessories that maintain a 1.0 cm separation 
distance between the user's body and the back 
of the handset. The use of beltclips, holsters 
and similar accessories should not contain 
metallic components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these 
requirements may not comply with FCC RF 
exposure requirements, and should be avoided. 
The FCC has granted an Equipment 
Authorization 千 or this model handset with all 
reported bAR levels evaluated as in compliance 
with the F しし RF emission guidelines. SAR 
information on this model handset is on file 
with the F しし and can be found at 
http://www.fcc.qov/oetyfccid under the Display 
Grant section after searching the corresponding 
FCC ID (see preceding table). 

Additional information on Specific Absorption 
Rates (SAR) can be 千 ound on the Cellular 
Telecommunications & Internet Association 
に TIA) Website at httgy/www.ctia.orq. 
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Customer Service 


For information about SoftBank handsets or services, contact us at the following numbers. 


SoftBank Customer Support 


General Information 


•From a SoftBank handset, dial toll free at 157 

•From a landline/IP phone, dial toll free at 0800-919-0157 


Customer Assistance (Repairs/Lost Handsets) 


• From a SoftBank handset, dial toll free at 113 

• From a landline/IP phone, dial toll free at 0800- 引 9-0113 


If you cannot reach a toll free number, use the number (charges apply) below for your 
service area: 


Hokkaido Area 
Tohoku Area 
Hokuriku Area 

Kanto, Koshinetsu Area 

022-380-4380 

Tokai Area 

052-388-2002 

Kansai Area 

06-7669-0180 

Chugoku, Shikoku Area 
Kyushu, Okinawa Area 

092-687-0010 


Smartphone Technical Support Center 


From a SoftBank handset, dial toll free at 151 
From a landline/IP phone, dial toll free at 0800-1700-151 


SoftBank Mobile Global Call Center 


From outside Japan, dial +81-3-5351-3491 (toll free from SoftBank handsets) 

If handset is lost/stolen, call this number immediately (international charges apply) 
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お巧い合わせ巧-真 


お困りのときや、ご不明な点などございましたら、お気軽に下記お問い合わせ窓口までご連絡ください。 


ソフトバンクカスタマーサポート 


総合案内 


紛失•故障受付 

ソフトバンク携帯電話から1已7撫料） 

-般電話から®) 0800-日 19-01 已7 (無料） 


ソフトバンク携帯電話から113 (無料） 

-般電話から© 0800 -91 目-0113撫料） 


IP 電話などでフリーコールが薰が6ない場さは、恐れ入りますが下記の番号へおかけ<ださい。 


東曰本地域 

022 -380-4380 (有料） 

東海地域 

〇已 2-388-2002 (有料） 

関西地域 

06-7669-0180 (有料） 

中国•四国，九州* 
沖縄地域 

092-687-0 曰10 (有料） 


スマートフオンテクニカルヴポートセンター 


スマートフオンの操作案内はこち 


ソフトバンク携帯電話から1已1(無料） 一般電話か5®) 0800 -17 日 0-1 已1撫料) 


ソフトバンクモバイル国際コールセンター 


海がか5のお問い合わせおよび盜難•紛失のご連結 


+ S 1-3 -日3已 1-3491 (有料、ソフトバンク巧帯電話からは無料) 


2012年7月第4版発行ソフトバンクモバイル株式会社 
製造元：シャープ株式会社 
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